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議 事 日 程 表 

 

▽令和元年９月12日 

  日程第１ 一般質問 

 

一 般 質 問  （ 令 和 元 年 ９ 月 定 例 会 ） 

氏   名 件   名 （要  旨） 

江 頭 義 彦 
１．ＳＤＧｓへの取り組みについて 

２．高齢者や障害者の生活支援について 

金 丸 祐 樹 １．ＡＥＤの設置及び訓練・講習について 

井 上 敏 文 
１．山田町政１期目の公約について、その検証及び総括は 

２．花山球場、ナイター設備の復活を 

坂 井 正 隆 １．山田町政四年目成果と、今後について問う 

三 苫 紀美子 

１．パノラマ孔園の改善を願う 

２．豪雨時の六角川浸水被害半減対策のための調整池の早期完了にむ

  けて 

３．大雨警報発令に伴う避難状況について 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前９時 開議 

○西原好文議長 

 ただいまの出席議員は全員であります。よって、令和元年第４回江北町議会定例会会期２

日目は成立いたしましたので、直ちに本日の会議を開きます。 

 会期日程により、本日は一般質問となっております。 

      日程第１ 一般質問 

○西原好文議長 

 認定第１．一般質問となっておりますので、配付しております質問表の順序に従い、発言

を許可いたします。２番江頭義彦君の発言を許可いたします。御登壇願います。 
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○江頭義彦議員 

 議長から登壇の許可を受けました２番議員の江頭義彦でございます。 

 まず、先月末の佐賀豪雨により、お亡くなりになられました方の御冥福をお祈りいたしま

す。また、その御家族並びに被災されました皆様に心からお見舞いを申し上げます。 

 では、モニターのほうをお願いします。 

 （パワーポイントを使用）さて、これは見てのとおり地球でございます。現在、世界の人

口が77億人に、2030年は85億人と言われております。約30年後の2050年は、どのくらいにな

るのでしょう。人口が減っている国もありますが、人口がふえている、主に10カ国程度の国

は倍増の状況になっています。 

 人口がふえるということはよいことなんですが、逆によいことばかりでもありません。そ

こに開発や建設が伴います。また、人間が生きていくためには資源の消費も行います。その

結果、消費したものは廃棄しなければなりません。大都市から出される熱、渋滞中の車から

出される排気ガス、工場からの煙や熱、焼却炉からの煙や熱、これらの物質や廃棄物は、一

体地球のどこに行ってしまうんでしょう。地球以外に廃棄するところはあるのでしょうか。

この美しい地球は、今後どうなっていくのでしょうか。最近の災害を見て感じることは、地

球が悲鳴を上げているとしか思えないのです。 

 モニターを見てください。 

 （パワーポイントを使用）ちなみに2050年は100億人を突破するというようなお話でござ

います。私の一般質問は、まず最初にＳＤＧｓへの取り組みは、極めて重要であるという質

問でございます。 

 先ほど申し上げましたように、今、地球の浄化作用の限界に来ているような状態ではない

でしょうか。その地球の浄化作用の限界が、今、気候変動を起こし、災害の発生を起こして

いるような気がしてなりません。 

 一般質問ＳＤＧｓへの取り組みについて、モニターを使って説明をしたいと思います。 

 （パワーポイントを使用）まず、ＳＤＧｓとは、持続可能な開発目標でございます。主に

誰一人取り残さない社会の実現、それから、気候変動に関する緊急の行動をとることを含め

て地球を破滅から守ることというふうに明示されています。 

 このＳＤＧｓへの取り組みは、人類に優しい、環境に優しい、地球に優しい、そういう取

り組みになっていくはずです。地球に暮らす私たち人類の役目であり、直ちにアクションを
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起こす必要があると思います。 

 これは2015年６月、国連が70周年を迎えたときに採択が行われ、全会一致で採択されたも

のです。その2030年に17の国際目標を掲げて、その目標に対して169のターゲットを設けて

あります。その目標に対して、目標が実現されているかどうかの指標も232ほど決められて

いることで、特徴については、以下の５つの点でございます。 

 具体的に言いますと、17の目標は、まず発展途上国の貧困並びに飢餓あたりから出発して、

保健、教育を受ける権利とか、ジェンダーとか、または水や衛生についてというふうに目標

が掲げてあります。 

 あと、後半のほうでは、先進国も努力するための目標になっています。今、まさにペット

ボトル等のプラスチックごみ等も今問題になっているかと思いますが、ペットボトル、プラ

スチックから紙のストローに移行されたり、またはペットボトルを100％リサイクルすると

いうような企業の努力目標も今掲げてあります。 

 ちなみに、このＳＤＧｓについては、経営者や役員の方、認知度は今３割というふうに聞

いています。あと、公務員が25％、それから学生も約24.8％というふうになって、認知度が

今月、ことしの４月時点ではなっています。来年になると、それが倍増するんではないかと

いうふうに考えております。 

 ここで町のほうに質問をしたいと思います。 

 ＳＤＧｓという取り組みについて、本町でも推進していく必要があるのではないかと思わ

れますが、まず１番から、ＳＤＧｓの推進について町の考えのほうをお願いしたいと思いま

す。 

 以上、よろしくお願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。田中政策課長。 

○政策課長（田中盛方） 

 おはようございます。政策課の田中でございます。 

 江頭議員の御質問に私のほうからお答えをしたいと思います。 

 先ほどＳＤＧｓについて、江頭議員のほうから御説明がありましたけれども、再度少し説

明というか、もう一度私のほうとしても整理をする上でちょっとお話をさせていただきたい

と思います。 
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 2015年の国連サミットで採択されました2030年までの長期的な開発の指針として採択をさ

れた持続可能な開発のための2030アジェンダの中核を成すものでございまして、現在、国連

には196の国が加盟をしており、それぞれ国としての考え方や宗教、人種、先進国か途上国

かなどなど、それぞれ異なる中で定められたものであり、誰一人として取り残さない社会の

実現を目指し、経済、社会、環境をめぐる広範囲な課題に対する総合的な取り組みが示され

ているものであります。 

 推進についての町の考え方というふうなことでありますので、これを推進をするかしないか

というふうなことで申し上げれば、推進をしていくということになります。ただ、ＳＤＧｓ

に即して事業を実施していくというよりも、政策を立てたり、施策を行っていくときに、ど

ういう目的を持ってやるのか、ＳＤＧｓに掲げられた17の目標、169のターゲットを意識し

ていくということでありまして、言いかえれば、ＳＤＧｓという眼鏡を通して物事を見てい

くことになるのではないかというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 江頭君。 

○江頭義彦議員 

 どうもありがとうございました。 

 このＳＤＧｓについては、山田町長のほうもよく説明会等でお話をされていたと思います

ので、各課のほうに浸透されているかというふうに存じております。 

 現在の時点で各課で取り組みの計画等がもしあればお願いをしたいと思いますが、まだ計

画は立てていないということであれば、それでも結構ですので、２番についてお願いをいた

します。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。田中政策課長。 

○政策課長（田中盛方） 

 それでは、江頭議員の２番目の質問にお答えをしたいと思います。 

 ＳＤＧｓに掲げてあるものは、グローバルで国家として取り組むべきものなど、多くの事

柄が含まれておりますことから、自治体を通して取り組む場合には、これらの中から取捨選

択をして、町の、うちの実情に合わせて落とし込んでいく必要があると思っております。 
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 直接のお答えになっているかどうかわかりませんけれども、どの課が、どんなことから取

り組むのかというふうなことでございますけれども、現在、江北町では、第５次総合計画を

策定しておりまして、この基本理念に基づいて、いろいろな施策を講じているところであり

ます。 

 この総合計画の基本構想の一つとして、人にやさしいまちというものがあり、その１つに

健康・福祉の充実を掲げ、施策を進めているところであります。これについては、児童福祉、

高齢者福祉、障害者福祉の充実を目指したものであり、誰もが健康に暮らせるＳＤＧｓの目

標に通じているのではないかと考えます。 

 このように、これから取り組むというよりも、今実施をしていることを含めて、どういう

目的を持ってやるのか、先ほど言いましたけれども、ＳＤＧｓという眼鏡を通して政策や施

策を立てていくことだというふうなことと思っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 江頭君。 

○江頭義彦議員 

 ありがとうございました。 

 それでは、重ねて質問をするようですけれども、今御回答のあった分でもいいかと思いま

すが、例えば、取り組みの手だてと今後の推進と出しておりますので、そのあたりでお話を

いただければというふうに思いますが、ＳＤＧｓの視点で取り組んでいくというお答えであ

りましたので、もう少し具体的に、例えば、これが2030年までという目標がございます。そ

れで、例えば、５年とか、2025年までとか、2030年までとか、ある程度区切って行っていか

ないと、なかなか進展しないんじゃないかなという感じもするわけでございます。 

 視点で見るということも大事ではありますが、具体的にＳＤＧｓという言葉を、やはりい

ろんな場面で使っていただいて取り組んでいただければと思いますが、その辺はいかがでご

ざいましょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。田中政策課長。 

○政策課長（田中盛方） 

 江頭議員の御質問にお答えをしたいと思います。 



- 41 - 

 取り組むための手だてと今後の推進というふうなことでございます。一度この御質問につ

いては、町長のほうから６月議会で概略の答弁があったと思います。そこの中でも話があっ

ておりましたように、具体的には町長としても出前談義とか、そういう中でいろいろなお話

をされているということでありまして、職員としても、当然いろんな施策を講じていくとき

に、このＳＤＧｓということを考えて取り組む必要があると思いますけれども、これは実施

をするとかしないとかというのは、まだ決めてはおりませんけれども、例えば、佐賀県では、

総合計画の中にＳＤＧｓのマークを入れているというふうなこともあります。 

 そういう意味で言えば、今後いろんな町として計画を立てていくことになりますけれども、

その周知の意味で言えば、そういう一つの計画の中にも入れていくという方法もあるのかな

と思っておりますけれども、ただ、今の時点では、具体的な手だてというものは考えており

ません。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 皆様おはようございます。江頭議員の御質問に政策課長がしっかり答弁をしてくれました

ので、あえて補足する必要はないとは思いながら、せっかくでありますので、少しお話をし

たいと思いますが、その前に昨日ですか、今回の大雨被害、被災を受けられた方に対して、

消毒剤を町のほうで配布をしておりました。そうしたことの中で、今回配布をさせていただ

いた量では少し足らないという方がいらっしゃるということでありましたものですから、早

速に担当課である環境課長のほうが手配をしてくれまして、必要な方については、前回お配

りした量を超えて個別にお渡しをするということで、アナウンスをさせていただいたところ

であります。 

 こういうふうに我々役所一丸となって、さまざまなことに取り組んでおりますし、即応し

ておるところであります。 

 職員の中には、それこそ自宅が浸水した職員もおりますし、ただ、したかしないかにかか

わらず、我々役場職員としては、当然そうしたことは我がこととして、いつもしっかり考え

はしておるわけでありますし、その上での今回の対応であるということはぜひ御理解をいた

だきたいというふうに思います。 
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 それで、先ほど江頭議員からＳＤＧｓに関して御質問をいただきましたけれども、まず

もって、江頭議員にお礼を申し上げたいというふうに思います。といいますのも、先ほど認

知というんですか──のお話がありまして、公務員ではまだ25％ということでありましたけ

ど、今回御質問をいただいたことによりまして、少なくとも江北町役場職員は認知度100％

になりましたものですから、そういう意味では普及に御貢献をいただきましたことにお礼を

申し上げたいというふうに思います。 

 その上で私なりに考えるのは、当然、江北町としても進めていかんばいかんわけですけれ

ども、じゃ、今まで進めていなかったかというと、そうではないわけですね。こう言っちゃ

なんですけど、恐らく町の事業のほとんどは、ＳＤＧｓのいずれかに実は通じると。何かき

のうまではううしかつしよって、急に何か行動を改めましたということではないわけですか

ら、そういう意味では、現在行っているさまざまな町の事業や事務もそれぞれに通じている

ということはぜひ御理解をいただきたいと思います。 

 それと、これは先ほどからお話があっておりますけれども、国連で決められた世界的な目

標なんですね。ということはどういうことかというと、例えば、貧困とか、先ほど環境とか

ありましたけれども、御存じのとおり、世界の中ではそのまま飲めるような水すらないよう

な国もあります。また、本当に苛烈を極めるような差別が横行しているような国もあります。

そうした国も含めて、世界的に取り組みましょうということですから、かつては先進国と言

われた我が国は、我が国としての恐らく目標があり、またその取り組み方があるのではない

かなと。ですから、どこを基準に考えるかによって、このＳＤＧｓの取り組み方とか、その

進捗度合いとかいうことも違ってくるのではないかなというふうに思います。 

 恐らく先ほど認知度の話をされましたけれども、ゼロ％の国もあるんじゃないですか。ま

だそういう、その日の暮らしすらやっていけないというようなところについては。ですから、

そういう、やはりまさに世界の人々、世界の国々、また、日本で言えばそれぞれの自治体、

また町民の方一人一人がやはりそういうことをきちんと考えていくということがまず大事だ

というふうに思います。 

 そういう中で、昨日ですか、新しい内閣がスタートいたしました。今回、環境大臣に小泉

進次郎氏が就任をされて、早速ＳＤＧｓについても言及をされておりましたので、恐らく情

報発信力の高い小泉大臣でありますから、これによって、恐らく認知度というのは格段に進

んでいくのではないかなというふうに思いますし、そうした動きというんですか、流れをと
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らまえて町としても当然ＳＤＧｓについての町民の皆様への普及というのは考えていく必要

があるのかなというふうに思います。 

 別のところでお答えしようと思っていたんですけれども、これは私自身が思っていること

なんですけれども、やはりこれから江北町が江北町であり続けるためには、やはり３つの視

点が大事だというふうに思っていて、時々申し上げていることもあります。 

 １つがやはり持続性なんですね。それと多様性、それと主体性というこの３つが、やはり

我々の町にとっても、これからは大事になってくるというふうに思っておりますし、そのこ

とそのものを先ほど来御紹介をいただいているＳＤＧｓの考え方にもつながるものというふ

うに思っておりますので、ぜひ町としましても、先ほど政策課長がいいアイデアを出してく

れましたので、今後の、例えば、総合計画の中にそうしたものを、町民の皆様に一緒にお知

らせをさせていただくような手段も考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 江頭君。 

○江頭義彦議員 

 ありがとうございました。 

 では、この件については、これで終わりますけれども、先ほどお話がありました2030ア

ジェンダの前文には、先ほど説明しましたように誰一人取り残さないという一つのキーワー

ドです。 

 そして、もう一つは、結びの文章の近くに、先ほど来お話もあっていますけれども、我々

は貧困を終わらせることに成功する最初の世代になり得る。同様に地域を救う機会を持つ最

後の世代になるかもしれないという文章も掲げてありますので、御紹介をいたしておきます。 

 それから、今、自治体──ＳＤＧｓということで、内閣府のほうから未来都市31都市が選

ばれています。2019年度は31都市です。福岡県から２件、熊本県から１件、鹿児島県から２

件、沖縄県から１件。例えば、市町でそういう未来都市を指定を受けている都市もあります

ので、御紹介しておきます。 

 先ほど来、政策課長のほうから御説明がありましたように、各課で取り組み安い目標から

取り組んでいっていただくというのは、十分な取り組みだと思いますので、ぜひその１番か

ら17番の目標を意識的に掲げて、どの目標についてやっているということを意識して取り組
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んでいただければいいかなというふうに思います。 

 あと、外務省のホームページのほうに自治体や企業、団体、学校、病院などの取り組みの

事例がたくさん載っていますので、参考までに御紹介したいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 また、11月に開園いたしますみんなの公園についても、ある意味ではＳＤＧｓにのっとっ

た運営をもう少し名称を出しながらでも取り組んでいただけると非常に町としても認知度も

上がっていくのかなというふうに思っておりますので、御検討のほうをよろしくお願いいた

します。 

 では、２問目に移らせていただきます。 

 先ほどは気候変動ということから、災害の発生、地球はもう悲鳴を上げているというよう

な話でしたけど、もう一つ、２番目のキーワードは格差でございます。格差の拡大が、じわ

りじわり浸透しているような気がしてなりません。そこで、社会からの孤立を、嫌が上でも

迫られている弱者もいらっしゃるんじゃないかなということで、質問の２としまして、支援

の必要性。具体的には高齢者や障害者の生活支援についてというのを挙げさせていただきま

した。特に交通安全対策や、通院や買い物の外出支援ということでサブタイトルを挙げさせ

ていただいております。 

 今、交通事故による死亡事故件数は、近年減少傾向であるものの、死亡事故全体に占める

75歳以上の高齢運転者による死亡事故の割合は年々増加傾向にあります。悲惨な重大事故が

多発していることもあり、高齢運転者による交通事故は今や社会問題として大きく注目され

ています。今後、高齢運転者が急速に増加していく中、高齢運転者による事故の防止と、自

動車の運転に不安を感じる高齢者の異動手段の確保の両立を図ることは、喫緊の課題であり

ます。 

 対策の一環として、事故防止と事故時の被害軽減の効果が期待される衝突被害軽減ブレー

キ等の先進安全技術を搭載した市販車が普及しているところであります。 

 また、死亡事故の人的要因比較では、特にブレーキとアクセルの踏み間違いが原因と考え

られる高齢者の事故が問題になっていることから、誤発進抑制機能の装置も事故の防止や被

害の軽減に効果が期待されているところであります。 

 では、モニターで簡単に説明をいたします。 

 （パワーポイントを使用）このグラフは、交通事故死亡者の平成20年から平成30年までの
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推移でございます。ここ10年間で交通事故の死亡者は1,700名余り、全体的に減っています。

その中で、オレンジのグラフが65歳以上の高齢者となっています。平成20年に2,500名余り

の交通事故死亡者数が平成30年では2,000名を若干切る程度ということで、全体の減少から

すると、やはり少のうございます。 

 次のグラフは、さらに75歳以上の高齢運転者による死亡事故の件数及び構成比でございま

す。75歳以上の方につきましては、平成17年から平成28年まで450名前後で推移をしている

ところでございます。一向に死者の数は減少しておりません。 

 この赤の折れ線グラフは、全体の死亡者に対する75歳の高齢運転者の比率でございます。

減っておりませんので、構成比較としては、右肩上がりに上がっているところでございます。 

 このグラフは、佐賀県内の年齢別の死傷者数でございます。これは平成30年でございます。

佐賀県内では、赤いグラフは死亡者数ですが、30名中65歳以上が14名、約５割という数値で、

やはり高齢に従って交通事故死亡がふえています。 

 次のグラフは、年齢層別の状態別死者数、４輪運転中か、２輪運転中か、自転車乗用中か、

歩行中かということで、高齢者65歳以上については、歩行中という方の死亡もかなり多いと

いう現状がございます。 

 次のグラフは、死亡事故の人的要因の比較でございます。オレンジのほうですけれども、

一番上位に占めているのは、やはり操作不適ということでございます。これは言うなれば、

ハンドルの操作不適もありますし、ブレーキとアクセルの踏み間違いということでございま

す。 

 今、後づけでブレーキとアクセルの踏み間違い防止等を３万円前後ぐらいで取りつけるこ

ともできます。新車時に購入すれば、約10万円、プラス10万円、もう初めからついているの

もありますが、オプションで10万円ぐらいで、衝突防止とか、踏み間違いの抑制とか、はみ

だしの抑制とか、いろいろなものが今市販されているところです。 

 そこで質問でございます。 

 通告に出しておりましたように、まず、本町も、県内で非常に交通事故が多い地域であり、

具体的な対策が必要かと思いますが、高齢者への交通安全対策に対する町の取り組みがあり

ましたら、お尋ねをしたいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 
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○総務課長（山中晴巳） 

 おはようございます。それでは、江頭議員の御質問にお答えをしたいと思います。 

 高齢者への交通安全対策に関する町の取り組みはということであります。 

 江北町の交通安全対策については、平成28年から、ちょっとそれまで県内ナンバーワンと

いうことを撤回すべく取り組みを強化をしております。それで、高齢者に特化した取り組み

は何件かありますけれども、全庁的な取り組みとして、交通安全の取り組みを行っていると

ころであります。 

 高齢者に特化した取り組みとしては、平成29年度から高齢者運転免許証自主返納支援事業

ということで事業を実施しております。これについては、運転免許証を自主返納した65歳以

上の高齢者に対して、杵島郡内のタクシー事業者で使用できるタクシーチケットを交付する

という事業を実施しているところであります。 

 それで、この自主返納事業を開始した29年度なんですけど、28年度までが、ちょっとこれ

は警察の後援会のほうの資料を参考に言いますと、平成28年度が人口１万人当たりの高齢者

の事故の第一次当事者になる数は、江北町の場合、第３位、大体１万人当たり78.1件の事故

を起こされていたということだったんですけれども、平成29年度は12位、49.8件と。それか

ら、昨年度、30年は17位ということで、22.5件の発生率ということで伺っております。です

ので、町の29年度からのこの自主返納事業が効果が少しは出てきているのかなということで

考えております。 

 それから、町の取り組み以外では、警察のほうも各区の老人会等の要請に応じて、老人会

での交通講話とか、それから、高齢者の方の歩行をするときに反射材をつけていただくよう

な運動とか、それから、白石地区の交通安全協会のほうでは、高齢者の交通安全自転車大会

などを開催して、高齢者の交通安全対策については、町だけではなく、警察、それから交通

安全協会と、それから交通安全母の会のほうも一緒に全庁的に取り組んでいるところであり

ます。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 江頭君。 

○江頭義彦議員 

 ありがとうございました。取り組みのほうを詳しく説明をしていただきました。 
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 自主返納ということも非常に事故の軽減につながっているということで、再度質問をさせ

ていただきます。 

 では、２番目の質問ですけれども、先ほど安全サポート車というのが、今実は各件で安全

サポート車の購入補助というのが広がりつつあります。それで、交通事故の被害が軽減でき

るこの安全サポート車の購入補助について、例えば、自動ブレーキ、車線逸脱警報、車線維

持支援、ペダル踏み間違い等の加速抑制等を備えた新車購入に何らかの町としての対策とし

て補助をしていただくようなことはできないかどうか御質問いたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、江頭議員の２問目の質問でありますけれども、安全サポート車の購入補助はで

きないのかというようなことであります。 

 ちょっと町のほうの考え方としましては、今佐賀県は、先ほど江頭議員も言われていたよ

うに大変交通事故が多いというようなことで、他県に比べて佐賀県は交通マナーが悪いとい

うふうに言われているということで、県のほうでは交通マナーのネーミングということで、

「やめよう！佐賀のよかろうもん運転」ということで、県民の交通安全マナーの改善の取り

組みを全県的に今行っているところであります。 

 それで、高齢者の方を初め、町民の方の運転による交通事故を減少させることについては、

自動車の安全装置を装備をすることも必要だと思いますけど、車を運転される方の運転マ

ナーの改善も大変重要なことだというふうに考えております。 

 それと、安全サポート車の新車購入補助については、ちょっと今のところ、町としては、

その補助をするということは考えていないわけですけれども、他県を見れば香川県とか東京

都については、県単位でそういった購入補助について事業を実施されておりますので、そう

いった高齢者の事故がこれからまた増加等をしていった場合については、県のほうに町とし

ても県の事業として全県的に取り組んでほしいということで要望を出していきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 江頭君。 



- 48 - 

○江頭義彦議員 

 どうもありがとうございました。 

 県の指示を待ってというような、全県的に取り組んでいる県があるということで、私のほ

うも承知しております。ですから、県の判断で、県のそういう補助が出る前に、例えば、率

先して取り組むのも町の独自のカラーを出す面では、ある意味ではやっぱりリーダー性を発

揮して、前を進んでいくということも、ある面必要ではないかなというふうに考えていると

ころでございます。 

 例えば、先ほども出ましたけれども、高齢者の方に危ないからもう自主返納をしなさいと

言うのも、いろんな外出等の確保という面では、なかなか言えないところもございます。 

 私事ですけれども、実は私の父も84歳になりますが、まだ車を運転しております。三、四

年前に安全装置のついたものに変えて、今は安全に運転をしているところでございますが、

その自主返納というので効果を上げているということですけれども、今、自主返納の事業を

拝見しますと、今現在６千円のタクシー券、500円が12枚配布されています。タクシーに乗

りますと、大体一乗り千円ぐらいかかりまして、行き帰りで２千円、６千円といいますと、

大体３回乗って終わりかなというふうに感じておりますが、自主返納したから全て町のほう

で補助をということではございませんが、幾らかでも勇気を持って返納される方へのタク

シー券を倍額ぐらいにしていただくわけにはいかないかなということも考えております。 

 それから、現在、今500円のタクシー券を12枚配布されていますが、やはりお釣りとかふ

ぐあいもあって、お話を聞くところによると、100円券にしていただいて、なるべくお釣り

がないようにというような要望もちらほら聞いているところでございますので、そういうと

ころも今後御検討いただけるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

 先日は、９月３日に実施されているようですけれども、本県のみやき町でも高齢者の方の

安全装置の体験会があっておりました。新聞のほうにも掲載されております。衝突軽減とか

誤発進装置とか、その体験会が実施されていたことを、みやき町として対応されていました

ので、御紹介しておきます。 

 加齢に伴い、高齢の方の事故が今後ふえると思いますので、いろんな町独自の交通安全対

策なども工夫していただければということもあります。 

 歩行者の事故も多いと。よかろうもん運転ということでお話がありましたけれども、歩行

者も横断歩道がないところ、そして、日が少し沈んだ薄暮の時間帯ですね。手前の車は比較
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的見えていて、渡った後の対向車線、向こうから来た車で事故に遭われるというケースも非

常に多くなっておりますので、いろんな事例あたりを用いて、いろんな各地区の老人会等で

もいろいろ情報発信をしていただければ、少しでも交通安全のほうにつながっていくのでは

ないかなというふうに思っております。 

 それでは、モニターのほうで最後のほうを見ていただきたいと思います。 

 （パワーポイントを使用）これは、高齢者が私事目的の活動別平均外出頻度をあらわした

ものでございます。65歳以上、75歳以上で日用品の買い物というのが、やはり月に10回から

13回と、これは一番左のほうですね。この青いほうが非高齢者、若い方ですね。若い方より

も意外と65歳、75歳以上の方が頻度としては買い物も多いということです。ちょこちょこ買

いというか、そういうふうになっています。 

 買い物以外では、あと、通院がやはり月に３回から3.5回あるということです。先ほど来、

自主返納を考えて推進した場合に、そういう買い物や通院等の支援というのも、やはりある

程度考えておいたほうがいいのではないかなというふうに思っています。 

 これは買い物の時間、２つの時間帯に集中していますが、10時半ごろが午前中ですね。そ

してあと３時ごろに、これは大都市も町村も、これはほとんど変わらない時間帯ではありま

す。 

 通院のほうはやはり、病院が９時ぐらいからあくのか、大体９時ぐらいから９時45分ぐら

いにピークを迎えています。こういう高齢者のいろんな活動、行動の状態もやはり見ながら、

例えば支援がてきたらなというふうに考えているところです。 

 今、小田地区を中心に循環バスが運行されていますけれども、佐留志、惣領分地区、並び

に八町地区等がいろんな経緯を経て今中止されていると聞いています。 

 今後、この行動、様態を見て、例えば、通院であれば、今病院に行けば、帰りはほとんど

の病院が迎えに来ていただくところもありますけれども、帰りは送っていただける形になっ

ています。 

 ですから、この通院と買い物をどうにか、やはり高齢者、高齢の方、または障害を持った

方なんかの今後、社会福祉といいますか、そういったことが実現できれば、なお住みやすい

町、子供のこれからの人たちの支援ももちろんですけれども、これまでの頑張ってこられた

人たちの支援もあわせてやっていく必要があるんじゃないかなというふうに考えているとこ

ろです。 
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 これは、きのう、社会的孤立と閉じこもり傾向による死亡リスク、これは東京都の健康寿

命医療センターが６年間の追跡調査をしたものでございます。そういう外出等がやはり少な

くなっていく。それから、人との交わり、交流が少なくなっていくと、６年後の死亡率が２

倍に、2.2倍と書いていますけれども、２倍にふえるというデータが出されています。 

 先日の新聞では、同じく筑波大学の市川政雄教授が運転免許返納で要介護のリスクがやは

り2.2倍になるということも掲載されていました。９月６日付でございますけれども。そう

いったことで、本質問は、高齢者等の交通安全とあわせて、免許返納の推進も行っていく中

で、やはり今後ますますふえるであろう高齢の方の免許の自主返納に対して、やはり勇気を

持って免許の自主返納された方の受け皿として、移動手段の確保はどうにかならないかなと。

また、免許の有無が高齢の方や障害を持った方の外出の支障にならないよう、移動手段の確

保。 

 さらに、このデータは、所得１世帯当たりの平均所得で今、541.9万円の一般家庭の平均

と、それから、この中で高齢者世帯ですね。今、年金問題が浮上してきておりますが、非常

に厳しい状況で、やはりタクシーを常に利用するというわけにはいかない。買い物にしても

通院にしても、やはり命にかかわることですから、町としても、そのあたりも手厚くカバー

していけたらというふうに提案をして、本町から社会的孤立、または閉じこもりの高齢者の

方を一人でも出さないようにしていけば、できたらという気持ちでいっぱいでございます。 

 最後になりますけれども、外出がもたらす効果として調べてみましたら、やはり外に出る

ことによって、運動機能の維持向上、認知昨日の向上、それから、鬱病、それから、孤立を

防ぐ等が挙げてありましたもので、そういうことを考えていただければと思います。 

 では、最後の質問になりますけれども、先ほども申し上げましたように高齢者の運転…… 

○西原好文議長 

 江頭議員、３問目の回答はいかがですか。 

○江頭義彦議員 

 今から。高齢者の運転車の自主返納の支援事業として、例えば、６千円を１万２千円とか、

500円券を千円とかにできないものかどうか、お尋ねをしたいと思います。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 
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 江頭議員の御説明が大変丁寧でありましたものですから、何をお尋ねいただいていたのか

がちょっと把握ができていないかもしれません。願わくば、ここは一般質問の場であるもの

ですから、議員各位から我々執行部に対して、一般町政に対して、さまざまな観点からただ

していただくという場であります。 

 当然、ただしていただく中にあって、それぞれの議員のご主張もあろうというふうに思い

ますし、それに必要な説明というのは当然いただかないといけないというふうに思いますけ

れども、みずからの主張のみということではないと思いますけれども、おっしゃっていただ

いても、残念ながら、答弁の時間がもうなくなるもんだからですね、だから、傍聴の方もい

らっしゃいます。テレビでごらんになっている方もいらっしゃいます。やはり４点を我々何

に対して議論をしているのか、何が是か非なのか、すべきか、せざるべきかということが

はっきりわかるように、ここはやはりお互い工夫をしてやっていかなければ、なかなか議会

に対する関心も低くなるのではないかなというふうに私なりには思っているところでありま

す。 

 私なりに先ほどの御質問の趣旨という意味でいけば、自主返納された方に対して、現在タ

クシー券の補助をしておるわけでありますけれども、そのタクシー券の補助をふやしたらど

うかとか、100円券にしたらどうかというふうな御質問であったのではないかなというふう

に思います。 

 私は高齢者の安全運転対策の一番は、やっぱり免許更新の厳格化だと思っています。もち

ろん、自主的に自分がやめようと言っていただくのは大変ありがたいわけですけれども、も

ともとお国からいただいた免許であるわけですから、本当に改めて交付に足りるかどうかと

いうことは、きちんとやらないといけないというふうに思いますし、先ほども御紹介いただ

きましたけれども、９月６日の佐賀新聞にも載っておりましたけれども、一律に何か定年年

齢みたいなものを設けて、免許の更新をしないとかいうことではなくて、ぜひ安全には気を

つけていただいて、安全に運転できるのであれば運転していただいたほうがいいというふう

に思っております。 

 ただ、そういう今の現状の中で、やはり運転に自信がなくなったという方がいらっしゃる

ときに、今まで何十年と持っていたこの免許を返すのには、やはり勇気、きっかけが要るわ

けですね。ですから、そのきっかけとして、わずか６千円ばかりではありますけれども、町

としてはタクシー券の補助をさせていただいているというところであります。 
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 御指摘のとおり、それから先はもう運転されないわけですから、公共交通機関を通過にし

ても、年間６千円を５年間もらっただけでは絶対足りません。ただ、そういうことではなく

て、我々として、そういうふうに自信をなくされた、もしくは何かのきっかけを探しておら

れるような方がいらっしゃると思います。そういう方の背中を押す事業であるということで

やっておりますものですから、先ほどおっしゃったように額をふやすとかいうことは、それ

こそＳＤＧｓ的な視点でいけばいかがなものなのかなと、私は正直思います。 

 それで１つ御参考になればと思って私も少し解説をさせていただきますけれども、これは

いろいろ媒体によって違いますけれども、自分で車を持って維持して運転をし続けることに

よって、年間50万円以上の実はお金をかけているそうです。ですから、考えようによっては、

自分で車を持たなければ、年間500千円のコストがかからんわけです。そうすると、１年

は52週間あるわけですから、年末年始の２週間を乗らなければ、１週間に１万円タクシー

代に使っていただけるぐらい、実は経費としては浮くんですね。ですから、私もいろんなと

ころに出前談義に行きます。特に老人会で呼んでいただくときにはそういうお話をさせてい

ただきます。 

 あくまでも６千円、自主返納の制度はきっかけであって、もしお金のことをおっしゃるん

であれば、そういうふうに車を持っていることのコストまで含めてお話をさせていただくと

いうふうなことで思っております。 

 ですから、ぜひそうした普及には議員におかれましても御協力をいただいて、健康で安全

に運転ができるのであれば運転していただいたほうがいいと思います。そうではなくて、自

信がなくなった。もっと言うならば、免許交付を本当にしていいのかどうかということは、

私は免許更新の厳格化にあるというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 江頭君。 

○江頭義彦議員 

 どうもありがとうございました。 

 そしたら４番のほうは、ちょっともう時間が来ましたので、それは割愛させていただきま

す。 

 以上をもちまして質問を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 
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○西原好文議長 

 ２番江頭義彦君の一般質問をこれで終わります。 

 しばらく休憩いたします。再開10時10分。 

午前10時   休憩 

午前10時10分 再開 

○西原好文議長 

 それでは、再開いたします。 

 ３番金丸祐樹君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○金丸祐樹議員 

 おはようございます。通告に従いまして、一般質問をしていきたいと思います。 

 ８月18日、江北町の夏季訓練でＡＥＤ（自動体外式除細動器）の実施訓練を私は受けてき

ました。実施訓練、今回で３回目になるんですが、毎回緊張しておりまして、操作に戸惑っ

ております。果たして実際、有事の際、使えるかどうかというのが非常に毎回心配になると

ころでございます。 

 今回、この一般質問においては、江北町が管理している施設でのＡＥＤの設置状況及び各

関係機関への訓練の実施などについて聞いていきたいと思います。 

 早速ですが、まず１問目です。町が管理する各施設の現在のＡＥＤの設置状況を確認した

いと思います。お願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、金丸議員の御質問の１点目ですね、町が管理する各施設のＡＥＤの設置状況と

いうことでありますけれども、町のほうで３カ所設置をしております。これは役場のほうと

ネイブルと、それと老人福祉センターのほうに設置をしております。 

 それから、教育委員会のほうで設置をしているのが、幼稚園、それから江北小学校、江北

中学校、うるるというところで、合計で町が管理するものは７カ所設置をしていると。各そ

れぞれ１つずつであります。 

 以上です。 

○西原好文議長 



- 54 - 

 金丸君。 

○金丸祐樹議員 

 わかりました。７カ所設置をされているということですので、またこれは後から質問して

いきます。 

 そのまま２番に行っていいでしょうか。 

○西原好文議長 

 どうぞ。 

○金丸祐樹議員 

 ２番ですね、各関係機関への実施訓練、講習の状況を教えてください。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、金丸議員の２問目の質問でありますけれども、今言いました７カ所の施設にお

ける実施訓練とか講習の実施状況ということでありますけれども、まず、庁舎のほうに設置

しているＡＥＤについては、町で設置をしておりますので、町の職員に講習を受けさせてお

ります。これは年１回、Ｂ＆Ｇの体育館のほうで普通救命講習会がありますので、そちらの

ほうに新規採用職員と若手の職員のほうに参加をさせております。これが昨年度の実績でい

けば５名参加をしております。それから、あとネイブルのほうは、ネイブルの職員さんのほ

うが、その講習会のほうに３名行かれていると。これは毎年出されているということであり

ます。 

 それから、これは教育委員会のほうにちょっと確認をとっている分ですけれども、Ｂ＆Ｇ

のプールとか、夏場プールの監視員さん等を雇い入れをしますけど、その監視員について、

この普通救命講習会をＢ＆Ｇの体育館でするときに、全員参加をさせているということです。 

 それから、老人福祉センターについては、平成28年度に社協の職員全員、30名ほどいらっ

しゃるということでありますけれども、全員普通救命講習会でＡＥＤの操作についての講習

を受けているということです。 

 それから、幼児教育センターのほうです。幼児教育センターのほうも、町の職員でありま

すけれども、Ｂ＆Ｇで行われる普通救命講習会のほうに毎年参加をさせていると。 

 それから、江北小学校のほうは、毎年普通救命講習会を学校のほうで実施をしているとい
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うことで、全教職員対象に実施をしているということであります。それから、江北中学校に

おいては、全校生徒の前で保健体育員による実演を年１回実施をしたということで、これは

中学校の子供たち全員参加をしたということです。 

 それから、あとうるるですね、うるるについては、毎年避難訓練を行うということであり

ますけれども、そのときに合わせて、消防署の職員のほうからＡＥＤの講習を受けたという

ことで聞いております。 

 済みません、ちょっと１つ漏れておりました。先ほど金丸議員からもありましたけれども、

消防団の夏季訓練において、毎年団員を対象に全団員がＡＥＤの操作講習を、消防署の職員

の指導のもとに実施をしております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 金丸君。 

○金丸祐樹議員 

 済みません、もう一度聞きます。江北町役場本庁では、新規で採用された職員さんと、あ

と、ちょっと聞き取れなかったです。済みません。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 役場職員については、新規採用の職員と、あと希望をとって受講させております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 金丸君。 

○金丸祐樹議員 

 希望と新規採用の職員が受けていると。じゃ、全員は毎年受けていないということですよ

ね。各課長さんだったりとか。（発言する者あり）わかりました。 

 では、ここで１番目のＡＥＤの設置状況に関しまして、ここでＡＥＤについて、皆さん御

存じだとは思いますが、少しだけおさらいをしていきたいと思います。 

 このＡＥＤなんですが、1990年代に欧米から普及して、日本では最初航空機への設置を

きっかけに2000年代からどんどん普及していって、現在では他国と比較しても、もう全然そ
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の普及率、水準は一定を満たしているというか、引けをとらない状態であります。 

 で、現場の状況といいますと、現在日本では、年齢を問わず、毎日多くの方が心臓突然死

ですか、よく言います心臓発作ですね──亡くなっておられるそうです。 

 年間では、数字を挙げますと７万人ですね。１日に換算しますと、約200人。時間で言え

ば、7.5分に１人という事態だそうです。 

 その原因の多くは、心室細動、心臓が細かな運動をして、全身に十分に血液を送り出せな

い状況になるんじゃないですけれども、この重篤な不整脈で心停止となれば、数秒で意識を

失い、数分で全身の細胞が死んでしまっていくというものです。 

 その心室細動からの救命には、迅速な心肺蘇生と電気ショックがかなり有効であるとされ

ており、平成30年に出された総務省のデータによりますと、電気ショックが１分おくれるご

とに救命率、その救命率、蘇生率が10％ずつ低下していくそうです。119番通報した後、大

体救急車が到達するまでの時間が平均で８分ほどかかるそうなんですが、その８分余りを考

えますと、その現場にいた目撃者が、何とかそのＡＥＤなり、胸骨圧迫ですか、その辺をや

りまして、迅速な対応が求められると思います。 

 また、この胸骨圧迫を実際やるとやらないでは、何も見ないでただあたふたしている状態

と胸骨圧迫をする状態とでは蘇生率が２倍ぐらい違うそうです。また、さらにそれでＡＥＤ

をさらに使うと６倍から７倍に蘇生率が上がるそうなんです。 

 現在、人口密度の高い県、これは横浜だったと思います。設置が条例化、救急条例だった

かな──条例などがあって、その条例で設置が義務づけられている町もあるそうなんです。 

 今、最初課長が答弁された中にＢ＆Ｇの体育館、またさわやかスポーツセンター、プール

ですかね、Ｂ＆Ｇの社協の前の体育館と、奥の２階建てのプールもですね。それと武道場で

すか、ここは設置がなかったとは思いますが、これは今までつけていない理由とかいうのは

ありますか。それとも今現在つけなければならないなみたいなことで話し合っているような

状況を、よかったら聞かせてください、お願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。百武こども教育課長。 

○こども教育課長（百武一治） 

 金丸議員の御質問にお答えします。 

 先ほど言われましたように、さわやかスポーツセンター、Ｂ＆Ｇ体育館、プールトレーニ
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ングセンターには設置をされておりません。今後、設置に向けて検討させていただきたいと

考えております。 

○西原好文議長 

 金丸君。 

○金丸祐樹議員 

 今後検討をしていくということなんですが、特にこのプール、夏場、こどもたちが多く利

用します。 

 現在、たしか土日は老人福祉センターのほうからＡＥＤを借りている状態ですかね。 

 平日の夏休みのときのプール営業のときは、例えば、有事の際には社協に行って借りに来

るということなんですね。社協はもともと社協で購入をされたものですか、それとも役場で

購入をしたものですか、ちょっと聞いていいですか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 金丸議員の再質問ですけれども、社協に設置をしているＡＥＤについては、町のほうで設

置をしております。施設自体は町の管理にありますので、町が設置をしております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 金丸君。 

○金丸祐樹議員 

 検討していただけるということなので今さらなんですが、実際、あそこのＢ＆Ｇのプール

のところですかね、プールのところの中に入りまして、シミュレーション的にちょっと実験

をやってみたんですね。実際あそこのプールで子供が溺れるなり、突然の心臓発作などで倒

れた場合、水気があるので、水気のところからちょっと搬送して、一応それから119番に電

話をして社協にＡＥＤを借りに行く、その時間をはかったら、大体やっぱり４分ほど全部で

かかるんですね。場所もすぐわかるようにはなっているんですけれども、この中で、今まで

なぜプールであるとか、あとさわやかスポーツセンター、武道場ですね、空手の競技とか剣

道とかをやっておりますけれども、特にあの空手の競技、剣道、格闘技なんかは心臓に

ショックを受けることが多くて、現在では試合の際に、親なり監督がＡＥＤのハンディ版と
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いいますか、肩からかけて、すぐ対応ができるＡＥＤなんかも用意されています。 

 ここはこのさわやかスポーツセンターのプールには、検討するというよりも、もう早急に

つけてほしいと願っているところでございます。 

 それと、２番目の質問の再質問に行っていいですか。 

○西原好文議長 

 はい、どうぞ。 

○金丸祐樹議員 

 ２番目の質問は各関係機関への実施訓練、講習の状況を確認したいということで、さまざ

まな各関係機関で今訓練をされているんですが、ここはこの役場の課長さんたちとも皆さん

が１年に１回はぜひともＡＥＤの実施訓練──講習はあると聞いていたんですが、実施訓練

までは行っていなかったんじゃないかな。この実施訓練については、全員が１年に１回は

やっておかないと、もう僕は３回目になるんですが、やっぱりなかなか緊張してどうだった

かなと考えてしまいます。 

 このＡＥＤ、アナウンスが流れるんですが、アナウンスが流れたとしても、どきどきして、

実際現場に立ち会うと、なかなか使用できないんじゃないかなというのがあります。この使

用に関して、ちょっと話をさせていただきますと、実際このＡＥＤがきちんと使用できるか

どうかというのが今疑問になっていて、実際心肺停止等の数から見ますと、ＡＥＤを、そこ

にあったのに使用したというのは、たったの５％に満たないそうです。 

 こんな中で、今、各関係──うるるだったりとか、社協──社協は５月にやっていると思

うんですけれども、実際、学校現場のほうで放課後の部活動なんかで、親御さんたち、例え

ば、父兄さんたちが代表で、野球なんかもそうですけれども、野球を見に来られています。

そういう野球を見に来られたりする父兄さんだったりとか、監督とかコーチ、任意で年に１

回、役場のほうで主催をされて、ＡＥＤの訓練講習をやっていただきたいと思うんですけれ

ども、その辺についてはどうでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 金丸議員の再質問で一応役場のほうで、役場の職員についての実地訓練のことなんですけ

れども、先ほど消防団の夏季訓練、あれは実地訓練があると思うんですよね。それで、消防
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団は本部団員が21名ですかね。それと各部に所属する役場の職員もいますので、大体30名は

毎年講習を受けているという状況であります。 

 先ほど言われました課長等も実際に受けたらということでありますので、その分について

は、毎年実地訓練がＢ＆Ｇのほうであるときに、ちょっと課長会に諮って参加する方向で考

えていきたいというふうに思います。 

 それともう一点については、こども教育課のほうから回答しますので、よろしくお願いし

ます。 

○西原好文議長 

 百武こども教育課長。 

○こども教育課長（百武一治） 

 金丸議員の御質問にお答えします。 

 学校のほうで講習会を開催されるときに、ＰＴＡ、育友会にも声をかけて講習を受けてい

ただければと思っております。 

 また、各施設を利用されるスポーツクラブの団体の方についても、そういった簡易ＡＥＤ

の取り扱いについての講習会の機会を設けて周知できればというふうには考えております。 

○西原好文議長 

 山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 金丸議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 町民の皆さんの安全・安心の確保というのは町の主要命題の一つでもありますから、今回

の答弁を機に、ＡＥＤの設置、またその操作については、全体的に検証させていただきたい

と思います。 

 先ほど御紹介あったと思いますけれども、平成30年の12月が最新版というふうに聞いてお

りますけれども、ＡＥＤの適正配置に関するガイドラインというものが策定をされておるも

のですから、これにのっとって、先ほど御指摘をいただいた施設にとどまらず、全庁的にそ

うしたハードの設置についてはきちんと洗い出しをしたいというふうに思います。 

 ただ一方で、御指摘のとおり、宝の持ち腐れになってはいけないものですから、ぜひ町民

の皆さん、なるだけたくさんの方が気負いなく操作ができるというふうな状況をつくるとい

うことが必要だろうというふうに思いますので、こちらもその講習のやり方、また呼びかけ
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方については検証をして、早い段階で実施に移したいと思いますので、ぜひ議員の皆様方も

御参加をいただければありがたいと思います。 

 さらに１点申し上げると、ＡＥＤが設置されていて、ＡＥＤを使えるんだけれども、実は

ちゃんと使えなかったということがあるらしくて、特に女性に対してだそうです。ＡＥＤを

利用した場合の女性の救命率が男性に比べて低いというデータがあるそうです。それはなぜ

かというと、女性の方が服を着ておられるんですけれども、例えば、下着に金属のようなも

のがついていたりすると、やっぱりそれをよけんといかんときに、少しやっぱり服を、言っ

てみれば脱がせたりせんばいかんと。これがやはりどうしても、その辺をちゅうちょされる

方がおられたり、実際、その意識を戻された方が後で訴えられたというふうな話があったり

して、実はそういうちゅうちょなくということの中には、操作ができるということだけでは

なくて、こうしたふうにやればいいとか、こうこうこういうところまでは逆にやらんといか

んというふうなところも含めてできるようにならんばいかんなと。そうしないと宝の持ち腐

れじゃなくて、宝を使ったけれども、うまく使えなかったということじゃ意味がありません

し、そういう意味でも、男性はもちろんでありますけれども、やはり女性の方が使えるよう

になるということが大事だというふうな認識は持っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 金丸君。 

○金丸祐樹議員 

 ３問目は、今後のＡＥＤ設置についての町の考えを聞きたいというのがありますけれども、

先ほど町長が答弁をされましたので、３番目については、もうそのままで結構でございます。 

 ここで１件、関連でよろしいでしょうか、議長。 

○西原好文議長 

 どうぞ。 

○金丸祐樹議員 

 ＡＥＤの設置について、今後検証、また、設置についての検討をしていくという答弁があ

りました。その中でちょっと紹介したいものがありますので、モニターのほうをお願いいた

します。 

 （パワーポイントを使用）これ、今写しているのは白石小学校の正門の前にあるＡＥＤな
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んですが、このＡＥＤ、もともと校舎の中に設置をされていたそうなんですが、いろいろ現

場検討、検証した際に、近くには運動場やら体育館なりがありまして、ここは体育館は設置

はされていなかったんですが、運動場、体育館、この校舎自体が休みと申しますか、閉まっ

ているときでも運動場で有事の際、外に置いておけば、すぐＡＥＤが使えるという、屋外設

置のＡＥＤです。これは屋外設置のやつって、最近結構出てきておりまして、自動販売機の

中に設置されているものもありました。 

 これは警備会社とつながっておりまして、まず大体このあけた時点でブザーが鳴って、警

備会社にすぐ連絡が入るというものでございます。 

 これですね、ここにつけておくだけじゃなく、もう一点写真があるんですが、これは小学

校に入ってすぐ校舎の右の一番端っこなんですけれども、東側の端の窓に、このように大き

くＡＥＤありますよと。北校舎職員玄関前に設置してあります、このような対策をとられて

おります。 

 それと、あと白石町は社会体育館があったんですが、その社会体育館には、現在ＡＥＤが

ついておりました。大町町で申しますと、小中一貫教育なんですが、校舎内に中学校用、小

学校用と各１個ずつ、それと体育館が２つ、小学校、中学校用とあるんですが、体育館も各

１個ずつ。中に新設された武道場があったんですが、その武道場にも１つありまして、計、

校舎内というか、学校内に全部で５つのＡＥＤが設置をされておりました。 

 何か安心・安全に向けて大町町はすごく頑張っているなと思ったところでございます。 

 では、モニターを切りかえます。 

 （パワーポイントを使用）このＡＥＤの設置に関しましては、何か私が昔──今まで思っ

ていたのは、万が一なんだろうというぐらいしか思っていなかったですけれども、訓練を受

けてみたりして、よその事例なんかを見てみますと、実際日本で多くの方がこのＡＥＤを使

用できないというだけで亡くなられたり、またその場所になかったとか、運がいい、悪いと

かで済ませる問題ではないので、ぜひＡＥＤ設置に向けて前向きな検討をお願いしたいと思

います。 

 以上で終わります。 

○西原好文議長 

 ３番金丸祐樹君の一般質問をこれで終わります。 

 しばらく休憩いたします。再開10時50分。 
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午前10時37分 休憩 

午前10時50分 再開 

○西原好文議長 

 再開いたします。 

 ４番井上敏文君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○井上敏文議員 

 ４番井上敏文でございます。ただいま議長より登壇の許可をいただきましたので、一般質

問に入らせていただきます。 

 一般質問に入る前に、先月末の豪雨により亡くなられた方の御冥福をお祈りするとともに、

被災された方へお見舞いを申し上げます。 

 それでは、本題に入っていきたいと思います。質問の１点目、山田町政１期目の公約につ

いて、その検証及び総括はということで質問いたします。 

 山田町長の１期目の任期が終わろうとしております。ここで、町長１期目の公約について

検証及び総括をする時期が来ているのではないかと思います。山田町長は町長就任以来、こ

れまで数々の政策を立ち上げられ、それを実行し、その功績は町民も知るところでございま

す。１期目の町長が掲げた公約の中で、目玉政策である給食費の無料化を初め、数々の公約

について実現したものもありますが、まだこれからというのもあるのではないかと思います。 

 １期目の任期が終わろうとしている現在、町長が掲げた公約についてこれまでどのように

取り組まれてきたのか、また、これをどのように検証し総括されるのか、項目ごとに質問を

していきたいと思います。 

 山田町長は、町長選挙のときに公約を掲げられました。この中の５項目について、おさら

いではありません、検証です。検証と総括をしていきたいと思います。 

 まず、１点目の「子育て・教育「ダントツ宣言」」についてお伺いします。 

 この中の１番目、給食費完全無料化についてですが、これについては町長の目玉施策であ

るふるさと納税の増収を財源として給食費の無料化ができたことは保護者及び町民の間から

も大変喜ばれており、山田町長の大きな功績ではなかったかと思います。 

 ２番目の高校生までの医療費無料化と３番目の延長保育の拡大（７時から20時まで）、こ

の公約について現在どのようになっているのでしょうか。 

 ４番目のママ友100人会議、これまで数回開催されており、子育て中の保護者の皆さんの
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声を聞き、町政に反映させていこうという姿勢については共感を覚えるものであります。こ

れらの施策は本町の子育て支援について大きく貢献しているのではないかと思います。 

 ここで改めてお伺いいたしますが、この子育て支援施策の中で、１番目の給食費完全無料

化と４番目のママ友100人会議については、また同僚議員が後で質問されると思いますので、

私は２番目の高校生までの医療費完全無料化と３番目の延長保育の拡大（７時から20時ま

で）について、これまでどのように取り組まれてきたのか、お伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 井上議員の御質問にお答えいたします。 

 今議会の冒頭、令和に入ってまだ４カ月であるけれども、本当にいろんなことがあって、

遠い昔のように感じるというふうに言いましたけれども、時のたつのは早いなというふうに

も思いますし、それこそ４年前にこうして町政を預からせていただくようになって、この４

年間、本当に目まぐるしい４年間だったなというふうに思います。 

 先ほど、前の議員の御質問の中でＡＥＤの話がありましたけど、実は私も就任した年度に

は新規採用職員としてＡＥＤの実地訓練も受けたところであります。恥ずかしながらそれ以

来受けておりませんもんですから、いざというときに使えるのかなというのは少し心もとな

いところがありますけれども、ちょうど就任直後の議会の中でも公約の実現の仕方について

ということで、坂井議員だったですかね、御質問をいただいて、優先順位はというようなこ

との中で、優先順位はつけないと、全て横並びでスタートさせたいというふうに申し上げま

した。ただ、その一方で、当然それを実現するまでには時間がかかるものもありますし、そ

の後のいろんな状況の変化の中で、必ずしも実施をする必要がないとまでは言いませんけれ

ども、おのずと順番はついてくるのではないかなというような趣旨のことをお答えしたとこ

ろであります。 

 今回、井上議員からは、できたものはさらっと、できなかったものはしっかり聞くという

ことのようでございますから、私もしっかりお答えをいたしたいというふうに思います。 

 公約の中で、この４年間で実施ができていない、していないものとして、１つは高校生ま

での医療費の無償化ということでありました。 

 大変申しわけございませんが、現時点では実施に踏み切っておりません。さりとて、全く
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検証していないかというと、これはまた別問題でありまして、これまでの議会の中でも御質

問をいただいたことがありましたですね。それで、大体高校生までに医療費の無償化を引き

上げると対象者が250人ぐらいになると。当然、学年が上がるにつれて、小さいときのよう

に頻繁に病気をするということではないもんですから、経費的には300万円ぐらいになるの

ではないかなという試算をしております。あとは、その実施をするかどうか、どのタイミン

グでするかということなんでありますけれども、これはぜひ町の財政状況等も勘案して実施

を探っていきたいなというふうには思っておりますが、御指摘のとおり、結果的にこの４年

間の間には実施をしていないということでありますが、そうした準備というとあれですけれ

ども、実施した場合の試算といいましょうか、シミュレーションまではさせていただいてい

るということであります。 

 それともう一つ、延長保育についてです。これは実は、就任直後に教育委員会とも大分話

をしました。公約には朝７時から夜は20時までというふうに書いておったと思いますけれど

も、やっぱりここは私も、今はこうして実際町政を預かっているので、大体というか、自分

なりに町の状況というのは把握をしているつもりなんですけれども、当時は新人でありまし

たもんですから、なかなかそういう行政の中の情報みたいなものが必ずしも十分にアクセス

ができていなかったなというふうには思います。といいますのが、現時点でいきますと、町

内の保育園、江北保育園、永林寺保育園、ひかり保育園、なのはなまで入れますと、現在４

園あるわけですけれども、既にといいましょうか、朝は７時から預かっているということで

あります。夜は永林寺が18時30分まで、それ以外の園は19時までということで、20時までに

は至っておりませんけれども、19時までは既に保育の受け入れをしておるということであり

ます。 

 では、公約で20時と書いてあったから20時までやるのかどうかということなんですけれど

も、ここは各園からもお話を聞かせていただきましたけれども、20時までのニーズというこ

とについて、確たるニーズをまだ今のところ把握はしておりません。ですから、ひとまず今

19時、永林寺は18時半ですけれども、ここで基本的にはニーズに対応ができているのではな

いかというふうには思っておりますが、それこそ今町民の皆さん方のライフスタイルも多様

化をしておりますもんですから、20時までに延ばすのかどうかということは、随時そういう

状況も把握しながら決めていく必要があるなというふうには思っておりますが、何せ残すと

ころ任期が半年なもんですから、その中でそうした、何というんですかね、実施をすべきだ
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と判断するに足りる状況になるかどうかというのはしっかり見ていかんといかんなというふ

うに思います。 

 余りこういうことを言うとあれなんですけど、やはりずるずるというものが何事にもあり

まして、19時までとは言いながら、19時にぎりぎり間に合わないとか、そういうふうなこと

もあったりするときには、当然、今各保育園とも弾力的には取り扱いをしていただいており

ますけれども、今度後ろを20時にしたときに、本当に20時までなのかというようなこともあ

るんだろうというふうに思いますので、ここは改めて各園とも意見交換、情報収集をしなが

ら、必要であり、かつ可能であるならば実施をこれからもすべきではないかというふうに

思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 公約全般について今回聞いておるわけですけど、最初に町長が言われた、できたものは聞

かれていないということであります。できなかったのばかりなぜ聞くかといったふうに聞こ

えたんですけど、できたものは評価をしております。評価をしておりますので、それについ

ては今さら述べるわけでもありません。町民も承知のことでありますので、この分は避けて、

できなかったかなと思うのを再確認するためにできなかった分をお聞きしておるわけでござ

いますので、御理解願いたいと思います。 

 高校生までの医療費完全無料化、これについてはことし３月に議会本会議場で一般質問が

されております。なぜできていないかといった質問でありました。答弁としては、財源も含

め今の段階ではできていないというのが、高校生がそのときは260人と答弁されておりまし

た。今、町長は250人、人数は変わらないんですけど、ただ、どのくらい財源がかかるかと

いうときに、３月の議会では1,000万円かかると言われておりました。ああ、1,000万円かか

るとなれば、そう簡単にいかないのかなという気もしましたけど、さっきの答弁で300万円

という金額が出ました。300万円ぐらいと言っては失礼ですけど、300万円で高校生まで医療

費が無料化できるということであれば、子育て支援の中でも県内でも非常にユニークな取り

組みでできるんじゃないかと思います。財源ばかりではないかなと思うんですけど、これが

できない理由はほかにあるのかどうか、そこを１点聞きたいと思います。高校生までの医療
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費無料化ですね。 

 それともう一つ、延長保育の拡大、公約は20時までということですが、現在19時まで行っ

ておられるということですが、保護者の方あたりのニーズがあるのかというふうなことも言

われました。その辺は聞く必要もあるかと思いますが、ただ、保護者の方は20時まで預かっ

ていただけると非常に助かるんじゃないかと思うんですよね。だから、19時までしか預かっ

てもらえないから19時までに来ておられると思うんですけど、20時までとなれば、保護者の

方は仕事に集中して、そして、子供を迎えに行けるというふうなことで、これもなぜできな

いのか、何かほかに要因があるのかというのをお尋ねしたいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 弁明の機会を与えていただいてありがとうございます。 

 当然公約で掲げましたから、基本的にはやはりそれは実現をすべきというふうに思ってお

りますし、実現をすべく就任後、いろいろ検討、検証させていただいたところであります。 

 ただ、やはり機を見るに敏といいましょうか、状況の変化によって、本当に実施したほう

がいいのかどうなのかと、公約に書いてあったから、本当にせんでよかと思うとるばってん、

町長が言うけんするみたいな体質はちょっと私はよくないなというふうに思っているんです

けどね。 

 そういう中で、高校生の医療費無償化については、１つは、やはり就任直後に非常に実感

をいたしましたのは、子育て支援、また負担軽減というのは大変大事なことではありますけ

れども、いつも私が言うように、現在、都市化と過疎化が同時にしている江北町にあって、

これからもやはり子供たちが江北町に定着をしてもらいたいという思いがありまして、子育

て支援、負担軽減はもちろん図りながらですけれども、もっと子供たちに直接働きかけるよ

うな、交流事業しかりでありますけれども、やはりそうしたものにも力を入れていく必要が

あるのではないかという思いが芽生えました。思いといいましょうか。それがやはり、きょ

う朝から出ておりますように、持続的な江北町の発展につながるのではないかということの

中で、総合的に江北町の事業として考えたときに、公約で掲げたもの、また、実際就任直後

のいろんな状況の変化であるとかいうことの中で必要性が出てきたもの、そうした中で総合

的に勘案をした中で、現時点ではまだ実施ができていないと。実施しないと言っているわけ
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ではなくて、何で今はできていないかというと、そういう事情であるというふうに御理解を

いただければと思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 松尾福祉課長。 

○福祉課長（松尾徳子） 

 先ほど井上議員のほうから、平成31年３月議会のときに、医療費として1,000万円かかる

のではないかというような答弁があったということで言われておりますが、この1,000万円

というのは総医療費が1,000万円かかりまして、３割負担ということで約300万円ということ

で今回試算をしております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 高校生までの医療費完全無料化、子育て支援の中でいろんな施策を考えるときに総合的に

判断をしていきたいと。やめたわけではないというようなことでありました。これも子育て

支援の中で、江北町は子育て支援に力を入れているということであれば、今回実施できな

かったにしても、今後引き続き引き継ぎをしていただきたいと思います。 

 それと、延長保育については19時までですけど、20時までにしたらどうかと、20時までと

なっておりますけど、答弁では、そういうニーズがない、ニーズを聞く必要があるというこ

とでありますけど、保護者の方からは喜ばれるんじゃないかなと私は思います。なぜ19時を

20時にできなかったか、その要因は何かと聞きましたが、これはニーズ調査もあると思いま

すので、その辺、引き続き検討をしていただきたいと思います。まだたくさんありますので、

時間の関係上、次に行きます。 

 公約の２点目に挙げてあります「健康・福祉「日本一」の町に」については、１番目、健

康ポイント（還元）制度で町民の健康寿命を１歳延ばすとあります。この健康ポイント制度

で寿命を１歳延ばすというは、１歳延ばすという数字上の問題ではなく、できるだけ健康寿

命を延ばすという意味合いかと思います。この健康ポイント制度により町民の健康づくりに

ついて喚起を促したという効果はあったのではないかと思います。 
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 ２番目のスポーツ基金で部活や社会体育事業を助成とあります。現在も積極的に取り組ま

れていることは私も承知をしております。これらについても実績は上がっておるのではない

かと思います。健康ポイントについては、また後で同僚議員が質問されますので、そのとき

にお答え願いたいと思います。 

 ３点目の「１万人「総活躍」で町の元気づくり」についてお伺いします。 

 この辺が一番目玉かな、メーンかなと思いますが、この総活躍の公約の中で１番目、４番

目の企業誘致で正規雇用100人分をつくり出すとあります。また、２番目の１万人署名運動

でＪＲ特急の全便停車を実現とあります。これについて現在までの取り組み状況と今後の展

望について町長の所見をお伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 井上議員の御質問にお答えいたします。 

 ２点ですよね。企業誘致と１万人署名ですよね。企業誘致のほうから先にお答えをいたし

たいというふうに思います。 

 ちょうど４年前は、今のような好景気の兆しも見られず、やはり雇用の確保ということが

一つ大きな課題でもあったというふうに思っておりますし、そういう中で、町そのものが仕

事をつくり出すということが必要なのではないかということで、企業誘致を初めとした雇用

創出を行っていきたいというふうに公約で掲げさせていただいたところであります。 

 この間、御存じのとおり、昨年やったですかね、旧岩屋住宅跡地に佐賀プラントさんが今

回移転新築ということで決めていただきまして、現在準備をしていただいているというふう

に思っておりますし、これまでの一般質問の中でも、この雇用創出についてはほかの議員も

含めて御質問をいただいておりました。そのときも申し上げておりましたとおり、必ずしも

工業団地をつくって、そして、全国に職員を派遣して企業誘致のセールスをするということ

だけが雇用創出ではないのではないかというふうなお話をさせていただいたと思います。 

 そういう中で、例えば、この４年間に、新たに江北ひかり保育園が開設をしていただきま

したし、現在、社会福祉協議会のほうでは小規模保育所なのはなということで、保育所関係

でこうして２園、新しい保育所ができたことによっての雇用創出ということも当然あったわ

けでありますし、ちょっと個別のお店の名前を挙げるのはなんですけれども、これまで町内
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で農業を営んでおられた方が、今度は６次化ということの中で、製造加工や、または販売に

乗り出していただいているような店舗もたくさんございます。そのほかでいいますと、これ

は特に私どもで働きかけをしたということではないんですけれども、恐らく今の町の全体を

見た中でだというふうに思いますけれども、全国チェーンであります商業施設が立地をした

ということもありますし、1,000人と書いていたですかね、100人やったですかね。──100

人ですね。この100人を個別には当たっておりませんけれども、そうした直接的な企業の誘

致だけではなく、さまざまな活動、事業を通して町内での雇用の確保は一定図られたのでは

ないかというふうに思っております。 

 それともう一つ、１万人署名については、これも就任直後に申し上げましたけれども、実

は就任した３月１日から、直後にＪＲ九州の本社にみずから伺いました。そして、そこの中

で公約に掲げておりました特急全便停車ということも実はお話をさせていただいたわけであ

りますけれども、これも御紹介しましたですね。当然ビジネスでありますし、直接的にそう

いう言い方はされませんでしたけれども、そうはおっしゃいますけれども、肥前山口駅の乗

降客を見ると全便停車というほどの御利用はあっていませんよねというようなことを言われ

たということを御紹介させていただいたと思います。それをお聞きしたときに非常に私も打

ちひしがれたわけでありますけれども、一方は何くそという思いもありました。 

 ですから、１万人署名というのは前も申し上げましたけれども、やっぱり私は最後の手段

だと思うんですよね。町の総意をぶつけると。ただ、ぶつけるだけでは、これは企業誘致も

一緒ですけれども、そんな気持ちだけで何かが動くという世界ではビジネスはありませんか

ら、やはりきちんとした実績なりデータをもって、そういう気持ちとあわせてぶつける必要

があるのではないかなというふうに思っております。 

 そういう中では、また別途触れる機会があるかもしれませんけれども、駅弁の復活プロ

ジェクトであるとか、ＪＲが運行します各観光列車への対応であるとか、そうした駅を活用

したといいましょうか、そうしたことについてはこれまでも取り組んできたところでありま

すし、おくればせながらではありますけれども、今回の議会の中では予算も計上させていた

だいておりますけれども、肥前山口駅の１つにはパーク・アンド・ライド化、それともう一

つには、駅そのものの観光交流拠点化ということで実証事業を行うことにしております。 

 繰り返しになりますけれども、やはり最終的な目標は特急全便停車ということであります

から、その手段の一つである１万人署名ということについては、やはりそうした具体的なほ
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かの手段とあわせてやらなければ意味がないというふうに思っておりますので、そうしたほ

かの事業に現在取り組んでおるところであるというふうに御理解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 まず、４番目の企業誘致で正規雇用100人分をつくり出すについてでありますが、４年前

までは町のほうも企業誘致として、佐藤食品工業の米飯工場の誘致を真剣に取り組まれて

おったときがありました。それで、佐藤食品工業の米飯工場誘致について議会の質問もあっ

ておりました。山田町長は違うかもわかりませんけど、町民はこのことかなと、それで100

人つくり出すと、ああ、なるほどなと感じたかなと思いましたけど、実際は佐藤食品工業は

新潟のほうに米飯工場を造成されたということで、江北町に米飯工場誘致を要望しても時間

がかかるのではないかなと思います。 

 企業誘致は実績が上がっておりますということで、町内の企業、ひかり保育園、なのはな

とか、地元産業もされているといったことを言われました。これは４番目の企業誘致の企業

という漢字が、企てる「企業」じゃなくて、今、町長が言われたのは、起こる「起業」、起

こす「起業」の起業かなというふうな気もします。それでも企業誘致として雇用が創出され

ているということについては評価をします。今後とも企業誘致については、一般質問でも出

ておりましたけど、積極的に動かれているというのはお聞きしておりますので、その辺は引

き継ぎ等もやっていただきたいと思います。 

 もう一点、１万人署名でＪＲ特急全便停車と、乗降客が少ない、全便停車とはいかないん

じゃないかというようなことであります。現状の段階では全便とまっていないわけですけど、

これを全便とめるようにというのは、相手は民間企業でありますので、そう簡単にはいかな

い部分はあるかと思います。 

 ただ、ＪＲ特急便の肥前山口駅停車については、今現在、佐賀県では新幹線フル規格論争

があっております。佐賀県の山口知事は、フル規格については今、話し合う状況にないと。

きょうの新聞にも載っておりました、新しい国交大臣が知事と話し合うというようなことで

ありますけど、佐賀県の状況はフル規格についてはそう簡単にいかんよという立場をとって

おられます。佐賀市の市長もどちらかといえば今のままでよいと、特急で福岡都市圏あたり
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に通うのは今は便利であるというようなことも言われておりました。この辺は、こういった

自治体とともに行動して、やはり江北町の新幹線の考え方もあるかと思いますが、佐賀市長

あたりと連携しながら、できるんであれば、今の在来線を通っている特急の存続あたりに力

を入れていくべきだと私は思うんですけど、町長の見解を求めます。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 加えてお答えをいたしますが、新幹線に関連いたしましては、私、公約には新幹線の

「し」の字も書いておりませんし、ここでお答えするのは差し控えをさせていただきたいと

いうふうに思います。 

 まず１点、企業誘致ですけど、先ほど特定の佐藤食品さんの米飯工場については、私の就

任以前から町を挙げて誘致に取り組んでこられていたということでありますけれども、大変

僭越ではありますが、これは前申し上げましたけど、私は以前に米飯工場の誘致を町が積極

的にされたというふうには認識しておりません。もちろん、来てもらいたいという気持ちを

お伝えしたり、相手にその旨をお話しされたことはあったというふうに思います。議会でも

新潟にも行かれたというふうに聞いておりますけれども、ただ、前申し上げたように、私は

誘致というのはそういうもんではなくて、やはり相手にもきちんと益があるような具体的な

提案をしなければ、がんしてあんたは３回来たけんが、そいぎ、あんたのところに工場を建

つったいねと、採算は合わんばってんと、がんはやっぱりならんわけですよね。 

 ですから、まさにトップセールス、セールスを具体的にやっぱりせんばいかんという意味

で、ちょっと失礼な言い方をしたかもしれませんけれども、もう少しきちんとした言い方を

すれば、別のやり方というんですか、私が考える企業誘致というのは、具体的な提案をする

ということであります。 

 そういう意味で、ここでその中身をいろいろ言うことにはなりませんけれども、参考まで

に。過去３年半の中で、現在の佐藤食品の社長には私は８回お会いをいたしております。新

潟には３回お邪魔をしました。私が就任直後に最初にお邪魔をしたのは佐藤食品の社長のと

ころでありました。また、時々佐賀にもお越しになるもんですから、基本的にはそのたびに

私はお会いをするようにいたしております。私がお邪魔したのが３回、こちらにお越しに

なったときお会いできたのが５回、計８回お会いをしております。これももちろん日ごろの
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いろんなつき合いというか、さっき申し上げましたけれども、気持ちだけじゃならないとは

言いながら、やはり気持ちも大事なんですよね。そういう意味では、私はそういう気持ちを

きちんと持ちながら、それを相手に受けとめていただきたいと思いながら、具体的な提案も

あわせてさせていただいているつもりです。こういうことは相手のあることでもありますし、

ここでこれ以上のことは申し上げられませんけれども、私の企業誘致の考え方はそういうこ

とであるということをぜひ御理解いただきたいと思います。 

 それと、肥前山口駅の利活用ですけれども、先ほど申し上げましたように、今回の９月議

会で２つの事業を挙げております。 

 １つは、肥前山口駅のパーク・アンド・ライド化事業、これは何かといいますと、今まで

江北町とか、この周辺の、例えば白石、大町、芦刈とかにお住まいの方で佐賀とか武雄に車

で通勤をされている方がおられると思います。この方たちに一回電車を使った通勤というの

をぜひ体験してもらって、パーク・アンド・ライドというのは近くの駅に車をとめて、そこ

から先は電車で通うということであります。実は、この実証事業を今回予定しておりまして、

さっき申し上げましたように、江北、大町、白石、牛津、芦刈の在住者を対象に、これは１

カ月間やったですかね──半年間のネイブルの無料駐車券、それと通勤先までの電車賃を町

のほうで負担させていただいて、モニターとして実際パーク・アンド・ライドによる通勤し

ていただくという事業を予定いたしております。 

 やはり今は口コミの時代。ちょっと町のあれに応募したぎんた当たったけんしてみたばっ

てん、結構便利かぼうと、やはりそういう方を具体的にふやすというのが大事なんだろうと

いうふうに思いますし、当然これについては募集は、もしかすると新聞の折り込みなんかで

させていただくということになると思います。恐らくそういうことによって、実際、実証事

業への応募をしていただく方だけではなくて、肥前山口駅が電車通勤の対象として使えるん

だということをわかっていただく機会になるのではないかというふうに思っております。こ

れが今回の９月補正予算で実施をする事業の一つです。 

 もう一つは、観光交流拠点化ということを考えております。これは何かというと、今まで

例えば、或る列車とか、うまかｂｙ列車とか、そういうＪＲの観光列車が通っていましたで

すね。町としても総出を挙げて歓迎をしました。バルーンを揚げ、また伝統行事をし、して

いたんですけれども、アピールはできましたが、さりとて肥前山口駅としてどうなのかとい

うことがあったもんですから、今回ＪＲのほうにも働きかけをして、駅のホームを、言って
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みればマルシェというんですか、ああいう物販の場として観光列車と組み合わせてできない

かということを現在準備させていただいております。 

 今申し上げました肥前山口駅の利用促進、パーク・アンド・ライド化と観光交流拠点化と、

こうした事業を今回取り組みをさせていただくようにしているもんですから、やはりこうい

うことで実際利用を上げて、または認知度を上げて、そして機運を醸成したのにあわせて、

ぜひ１万人署名を活用するということも考えていきたいと思っております。 

 うちは半年も駐車場代、電車賃を払うほどは予算がありませんので、１カ月間体験をして

いただくということでございます。事業期間は半年間とっております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 企業誘致についての並々ならぬ意欲を感じたところでございます。 

 １万人署名運動でＪＲ特急全便停車ですが、町長の答弁は、ソフト事業で江北町にある肥

前山口駅の利便性のいいところをアピールしていきたいということで、その機運の醸成を

図っていきたいと。これも大事なことであります。江北町がこれまで発展してきたのは、肥

前山口駅とともに発展してきたと思うんですよね。しかも、この肥前山口駅に特急がとまる

ということで交通の便がいいということで、今、駅南あたりも住宅が建っている。全てとは

言いませんが、それも一つの要因じゃないかと思います。特急全便が肥前山口駅になるべく

とまるようなアピールを今後も続けていただきたいと思います。引き継ぎをしていただきた

いと思います。 

 次に行きます。 

 ４点目です。４点目の「「農商工」連携（６次産業）でいこう」についてお伺いします。 

 まず、１番目のふるさと納税で町の収入５億円増（町民の負担減）とあります。町長は就

任以来、このふるさと納税について積極的に取り組まれており、平成28年度の寄附額は５億

円、平成29年度が８億円、平成30年度が５億円と町の税収に大きく貢献をしております。し

かしながら、近年このふるさと納税について高価な返礼品などで自治体間競争が過熱ぎみに

なっていることから、総務省は返礼品等の法的規制を強化しており、寄附額については、か

つての勢いはなくなっているのではないかと言われております。このような状況の中、本町
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のふるさと納税は今後どのように推移していくと思われますか。 

 また、２番目のオリジナル（Ａ級、Ｂ級）グルメで江北町の農と食の力を結集、情報発信

とありますが、これについてどのように総括されますか、お伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 井上議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、ふるさと納税でありますけれども、平成28年度、就任直後から取り組みを始めまし

た。最初の基盤整備で半年ぐらいかかりましたので、実際は平成28年９月議会で承認をいた

だいてからだったんじゃないかなというふうに思います。以来、平成28年度、平成29年度、

平成30年度、そして平成31年度、これはもちろん途中まででありますけれども、これまで取

り組みを進めてきたところでございます。現時点までの累計の寄附額は18億3,000万円でご

ざいます。このうち、約３割ということになりますけれども、江北町の実質的な収入としま

しては５億3,000万円、約３分の１ですね。江北町の一般会計予算が大体50億円程度であり

ますから、その10分の１程度の御寄附をこれまでいただいたということであります。 

 江北町の給食費の無料化にも現在財源を使っておりますけれども、先ほど御指摘いただい

たとおり、今後なかなかふるさと納税そのものは不透明でありまして、ただ、それこそきの

うの組閣で、また高市総務大臣が返り咲かれたというのは、これはまた何というのかな、少

し縁といいましょうか、何かそういうものも感じなくはないわけですけれども、いずれにし

ましても、これはあくまでも国の制度に乗ってやっておるわけですから、きちんとルールを

遵守して、その中で江北町としての利益の最大化を図っていく必要があるということは前か

ら申し上げているとおりであります。そうすることがやはり制度の継続にもつながるわけで

すからですね。 

 ふるさと納税では昨年はいろいろありました。県内の市町もですね。自分のところだけい

いと、今だけいいというのはＳＤＧｓ的にもいかがなもんかというふうにも思いますし、ま

さに持続可能な制度となるよう、江北町としてはきちんとルールを遵守していきたいという

ふうに思います。ですので、不透明ではあります。平成29年度から比べれば平成30年度は少

し減少傾向にもあります。 

 ただ、今回、私は非常にうれしかったのが、うちの産業課が、私は最初どうかと思ったん
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ですけれども、いや、とにかくやらせてもらいたいということで、御存じのとおり、媒体を

ふやしたりとかということもやってくれていますけれども、それ以外に寄附額の価格設定を

ある意味非常に細かく、区分が違いますから事務を担当する者としては結構大変なわけです

よ。でも、そうすることによって、もっと江北町のふるさと納税の寄附はいただけるんじゃ

ないかというようなことを言ったもんですから、そんならやってみてよかたいねということ

でやりました。 

 そうすると、今まで江北町の特徴は低額商品ばかり売れて、高額商品がなかなか売れない

ということがあったんですね。だから、とにかく高額商品の設定をというふうな話をしてい

たんですけど、ことし７月まで１万円以下の寄附額の商品が全体の75％を占めていました。

逆に１万円以上の商品は、全体でいけば25％しかありませんでした。ところが、先ほど申し

上げましたように、産業課がもう少しきめ細かな寄附額の設定をしたり、もちろん高額商品

の開発に取り組んでくれたおかげで、７月以降は１万円以下が40％、１万円以上が60％とい

うふうに、今度は高額商品が逆転をしたんですよね。 

 実はこうして、ただ制度をつくって、それを淡々とやるということではなくて、産業課で

は日々、今のルールの中でどうやったらもっと寄附者の方にアピールができるかということ

も考えてくれておりますし、そういう高額商品の開発であるとか、定期便と言われている、

１年間まとめて寄附をいただくとか、あとは１千円刻みの価格設定、こうしたことにも取り

組んでくれたのは大変よかったなというふうに思います。 

 それで、ふるさと納税について言えば、中にはそのふるさと納税は先どがんなっこっちゃ

いわからんけんが、給食費の無料化もどがんなっこっちゃいわからんのうと言いんさっ方も

いらっしゃいます。ふるさと納税を財源にするという意味ではどうなるか、それはわかりま

せん。ただ、実は私、就任時点では、必ずしもふるさと納税を使わなくていいよねというふ

うには思っていたんです。それはまさに、ここからが経営の手腕の見せどころといいましょ

うか、どうやってその財源を捻出するかというところが本当は腕の見せどころだというふう

には思っていたんですけど、何せ候補者にすぎにない私としては、そうは言ってもなかなか

誰も信じてもらえんもんですから、やはり町民の方にもわかりやすいふるさと納税の取り組

みをすることで財源を確保して、そうしたものも使って給食費の無料化をしたいというふう

な御説明をさせていただいて、実際そういうふうにさせていただいているわけですけれども、

私としては、ふるさと納税の収入がなくても給食費の無料化は続けていくような、まさにこ
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こが努力と手腕だというふうに思っております。全部お答えしましたですかね。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 ふるさと納税、しっかりやっていただきたいと思います。 

 時間の関係上、次に行きます。 

 ５点目の「「安全・安心・快適」な町作戦」でお伺いします。 

 １番目の肥前山口駅北口開発で、町の玄関口のにぎわい復活とあります。駅北口について

は本町の長年の懸案であった県道南側の飲食店街のところは県事業として歩道設置事業が決

定し、再来年度には着工の予定であると聞いております。これについても山田町長が積極的

に取り組まれた成果ではないかと思います。 

 ２番目の灯すプロジェクト、この灯すというのは街灯の「灯」の字ですけど、明かりとい

うことで灯すプロジェクトで、道路の街灯、歩道整備、危険箇所の解消とあります。これに

ついても区長会等で要望等を募り、危険箇所の解消に向けて積極的に取り組まれていること

は承知をしております。 

 ここで、先ほどの１番目の駅北口開発で町の玄関口のにぎわい復活について、これまでど

のように取り組んでこられたか、その状況と、町長が考える今後の駅北のあるべき姿、その

構想について町長の所見をお伺いします。簡潔にお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 なかなか難しいですね。 

 駅北口については、私は私なりの思いがあって、実は自分のインターネットのページにも、

かつての、まだ橋上化する前の肥前山口駅の画像を自分のホームページには使っております。

かつて私も外で学んだ期間がありましたもんですから、やはり帰ってくるときには肥前山口

駅に着いたときに、言ってみれば家に帰ってきたという気持ちでありますし、肥前山口駅か

ら電車に乗るときにはいつも寂しい思いをしながらこの地を後にしていたものですから、ぜ

ひああした往時の風景といいましょうか、そうしたものが取り戻せればという思いでも公約
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に掲げさせていただいたところであります。 

 ただ、いずれにしても、まずはやはり安全の確保というのが大事なんではないかなという

ふうに思っております。御存じのとおり、肥前山口駅から東のほうに向かいます、現在、県

道多久～江北線については歩道がございません。しかも、あそこは通学路にもなっておると

いうことで、にぎわいの前にまず安全をという思いがありまして、これまで県に要望活動を

させていただいて、やっと事業化の運びになったところであります。早ければ再来年度に工

事が、要は整備がなされるというふうに聞いておりますけれども、再来年度まで待たずとも、

ぜひ町のほうも県に協力をして早期の整備を図っていきたいというふうに思っておりますし、

恐らくそうしたことの中で、また駅の北の風景も少し変わってくるのではないかというふう

に思っております。 

 先ほどの企業誘致と同じで、なかなかここで現在進行中の、ちょっと相手があることで個

別にはいろいろ申し上げられませんけれども、駅の北口については開発というわけではなく、

出店ともちょっと違いますけれども、いろいろそういう事業を計画されておられる方も複数

いらっしゃいます。そういう方たちとは定期的に情報交換、意見交換もしておるもんですか

ら、まさに官民協働でそうした整備を図っていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 次に行きます。 

 公約についての最後の質問です。公約は任期中に全部ができるとは限らないと思いますが、

前にも申し上げたとおり、今の段階で町長が掲げた１期目の公約について検証する時期が来

ているのではないかと思います。 

 ここで山田町長１期目の公約達成度として自己採点すれば、公約達成率は何％ぐらいとお

考えなのか、これも簡潔にお願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 では、簡潔にお答えいたします。 
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 人間は弱いものですから、どうしても自分には甘くなりますので、自己採点は控えたいと

いうふうに思いますので、ぜひ井上議員の採点をお聞かせいただければと思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 私の採点、町長がかなりの事業を展開されておられるのを、私の私見でおこがましくも

何％達成できたとは言えません。これは町長が自己採点できるんかなと思いましたけどです

ね。でも、しっかりやっておられるなというのは私も評価をいたします。 

 今度改選期を迎えられるわけですけど、それは置いておいて、評価については、数字では

ありませんが、私は評価をしております。町民も評価しているんじゃないかと思います。と

いうことで、数字を聞けなかったのは残念です。 

○西原好文議長 

 次、行ってください。４番井上君。 

○井上敏文議員 

 それでは、次、２点目に行きます。 

 花山球場、ナイター設備の復活をということで、４年後の2023年には佐賀国民スポーツ大

会、これは国体と言われておりますが、開催されます。この国民スポーツ大会において、本

町ではソフトボール競技一般女子の部の試合が花山球場で開催されると聞いております。こ

の花山球場がソフトボール競技の開催予定地であることを踏まえ、先般、日本ソフトボール

協会の役員が花山球場を視察されました。その中で施設の要件として、試合が日没までに及

ぶケースがあることから、ナイター設備が必要であると言及されておりました。花山球場の

ナイター設備については、４年後の国民スポーツ大会に限って臨時的に仮設で対応する方法

もあると思いますが、今あるナイター施設を使えるものは使って、この機会に以前活用され

ていたナイター設備を利用できないものかと考えます。 

 この夏の暑さは日中の気温が連日35度を超えたと報道され、まさに猛暑、酷暑と言われる

夏でした。地球温暖化が進んでいる現状として、この暑さはこれからも毎年続くものと思わ

れます。夏場の日中の暑さを避けるためにも、花山球場でできる各種スポーツ及びレクリ

エーション等が夜の涼しい中でできれば町民の健康づくりにもなるのではないかと思います。 
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 町民の方から、以前、花山球場のナイターで夜間にプレーをしていたのが、今ではできな

くなって大変残念ですとの声を聞きます。近隣の市町はほとんどナイター施設があるのにと

いうことでございます。 

 本町はスポーツの町を宣言しております。この国民スポーツ大会が花山球場で開催される

のを機に、花山球場のナイターを復活させてはいかがでしょうか。夜の涼しいときにナイ

ターを利用して軽スポーツ等を行い、町長が公約に掲げている町民の健康増進、健康日本一

にもつながっていくのではないかと思いますが、花山球場のナイター復活について町長の答

弁をお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。百武こども教育課長。 

○こども教育課長（百武一治） 

 井上議員の御質問にお答えします。 

 まず、2023年に開催される佐賀国民スポーツ大会では、成年女子ソフトボール競技が本町

の花山球場と、小城市の牛津総合公園多目的グラウンドで、日程は未定でございますが、３

日間開催される予定です。 

 先ほど御質問の中であった日本ソフトボール協会からのナイター設置の要望でございます

が、あくまでもこれは要望でありまして、ナイター設備がなくても開催できるということは

県のほうから回答を得ております。 

 花山球場のナイター設備は、昭和61年に設置され、野球、ソフトボール競技に利用されま

したが、そのころをピークに年々利用者が減少し、平成８年には行政改革の一環として６月

から10月に限定した季節利用をするようになりました。さらに、平成18年からは廃止をして

おります。 

 また、設置から35年がたち、休止から13年が経過しております。復活には既存電柱の強度

調査、既存照明の照度調査、農作物の照明被害補償などが必要となってきます。特に、支柱

については耐用年数が切れているということから、撤去改修を考える時期に来ております。

高額な改修費用と維持費がかかるようになります。このことから、花山球場のナイター設備

の復活については、今後も差し控えていきたいと考えております。 

 涼しい夜間にスポーツをすることはいいことなので、既存施設を活用していただければと

いうふうに考えております。 
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 以上です。 

○西原好文議長 

 井上君。 

○井上敏文議員 

 涼しいときに既存施設を利用していただければと思いますけど、涼しい夜にスポーツがで

きる施設を設けたらどうかというときに、江北町ではナイターはここだけしかないんですね、

前あったのが。だから、夜涼しいところにどこでするのかなと思いますけど、花山球場では

耐用年数等もあり、設置は難しいということでありました。 

 平成29年に江北町公共施設等総合管理計画というふうなのがあって、既存施設を整備して

いくというのがありました。この分について個別計画を立てられ、今のところ花山球場はナ

イターをしないというような方針ですね。ただ、長期的視点に立った場合に、花山球場に限

らず、ほかのところでもナイター施設は考えられないのか。町民健康増進のため、私はナイ

ター施設はあっていいと思うんです。経費はかかりますけど、費用対効果ではかるものでは

ないと思います。花山球場じゃなくてほかのところに考えられないのか、町長の答弁を求め

ます。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 令和の最初の年でありますし、まさにＳＤＧｓ。やはりこれから少し長期的な視点を持っ

て、江北町がどういう町であり続ける必要があるのかというようなことを、きちんと展望を

持っていろんなことに当たる必要があるなというふうに思っています。 

 おかげさまで、平成の時代は江北町の人口はほぼ減らずに済みましたけれども、いろんな

試算の中で一番シビアなものでいけば、30年後には2,000人以上人口が減るという試算も実

はあります。そうした中で、例えば、30年後を見据えたときに、江北町としてどの程度の、

どういうものを持っておったほうがいいのかということを、ここはぜひ議会、または町民の

皆さんにも御理解をいただいて、やはり今から準備をしておく必要があるんじゃないかなと

いうふうに思います。かつていろんな施設ができましたけれども、ある施設ができた後に、

別の施設ができたりしているものもあります。今はいろんな広域連携の時代でもありますか

ら、全部を江北町で持っておく必要があるのかというようなことも議論をする必要があるん
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じゃないかなと思いますし、実際議論を始めております。 

 そうした中で、今まさに井上議員がおっしゃったように、花山球場のナイター施設はなく

すかどうかというようなお話というよりは、やはり30年後の町のありようを見たときに、ど

のくらいの人口で、どんな年齢構成で、どんな生活様式を送っている中で、江北町として何

を最低限持っておかんばいかんかということの議論を、全体を見渡してせんばいかんという

ふうに思うんですよね。 

 そういう中で、今御指摘があったとおり、町民が夜間に安心して運動ができる施設はやっ

ぱりあったがいいと、残すというか、あったがいいということであれば、必ずしも花山球場

云々ということではなくて、例えば、あそことあそことあそこを廃止するかわりに、ここに

一つ集約して、そこにそういう機能を持たせるとかというようなことを今から議論していか

んばいかんというふうに思っていますし、そういう中では今の御指摘のような御意見もぜひ

また御紹介をいただければというふうに思っております。 

 一個一個を言われると、今まであったとけとか、今まで使われておったとけという話にな

るんですけど、まさに持続性を考えたときには少し先を見て、どんな施設だけ残っとかんば

いかんか。家でもそうですよね、お父さんもお母さんも息子もそれぞれ車を持っていて、と

ころが、だんだん家族の状況も変わってくる中で、車なんかもやはり集約するというのをや

るわけですね。それと同じようなことを町としてもせんばいかんという認識でありますので、

そういう議論の中でぜひまた御意見を頂戴できればと思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 井上議員、もう時間が来ていますので。 

○井上敏文議員 

 これで私の一般質問を終わります。 

○西原好文議長 

 ４番井上敏文君の一般質問をこれで終わります。 

 昼食のため、しばらく休憩いたします。再開13時30分。 

午前11時53分 休憩 

午後１時30分 再開 

○西原好文議長 
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 再開いたします。 

 午前中に引き続き、５番坂井正隆君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○坂井正隆議員 

 それでは、午後１番、５番議員坂井正隆の一般質問をさせていただきます。 

 午前中に同僚議員が質問をしました中に重なる部分があるかなと思います。私も終わって

みて、いろんな国際会議とかサミットとかがありますけど、共同宣言なるものがありますけ

ど、共同の一般質問でよかったのではないかなと思うところがあったわけですけど、一応通

告に従いまして一般質問をさせていただきます。端的に手短く質問をしますので、よろしく

お願いしておきます。端的な質問ですけど、回答は詳細にしていただいても結構ですので、

よろしくお願いいたします。 

 山田町政が誕生して４年目を経過しようとしております。選挙公約の中で江北町の新時代

を開く未来政策として５つの公約を掲げ、見事当選をされました。残念なことに、そのとき

は私は敵方の総括責任者をしとったわけですけど、今は町長と町会議員という仲で、町のた

めにお互い頑張っていこうかなという気持ちは変りはないわけですけど、私も町会議員の選

挙のとき、これぐらいの公約をしておけばよかったなと思うぐらいにいい公約であったと私

はそれなりに評価をしておるわけです。 

 まず、選挙の公約で新時代を開く未来の政策として５つの公約を掲げられたわけですけど、

まず１番目の公約、子育て教育ダントツについて、給食費完全無料化、高校生までの医療費

無料化、延長保育の拡大、ママ友100人会議、その中で、不妊治療の助成の拡大、小児科医

療の365日化等々ありますが、これらについて実施している案件と、その実績、また経費に

ついてお伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。松尾福祉課長。 

○福祉課長（松尾徳子） 

 坂井議員御質問の不妊治療助成の拡大と小児時間外医療365日化の案件と実績についてと

いうことでお答えしたいと思います。 

 不妊治療を受ける、その不妊治療の助成というのは不妊治療を受ける御夫婦を対象に経済

的な負担の軽減を図るという意味で不妊治療の助成を行っております。その不妊治療の助成

というのは、佐賀県が実施しておりまして、不妊治療支援事業費事業として実施をされてお
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りました。それに江北町は上乗せした事業として実施をしております。 

 江北町の不妊治療の助成は、平成27年度から実施をしておりまして、そのときに対象とし

ては体外受精、顕微受精を対象としておりました。平成29年度からはその分とプラスして凍

結胚移植、人工授精、男性不妊治療、あと医師の判断により治療を中断したもの、この分を

追加しております。実績としまして、平成27年度から平成30年度までの４年間の累計では26

人の方が実際申請をしていただいて、その事業費として４年間で累計約314万円ほどかかっ

ております。 

 次に、小児時間外医療費のことですが、これは３市４町で実施をしておりまして、武雄・

杵島地区医師会と鹿島・藤津地区医師会のほうに委託をしております。時間は19時から21時

ということで実施をしておりまして、鹿島・藤津地区医師会は火曜日と木曜日の週２回、平

成28年度までは武雄・杵島地区医師会は月・木・金・土・日曜日の５日間を実施しておりま

した。平成29年度からは365日ということで実施をしております。 

 それと、利用状況になりますが、武雄・杵島地区医師会は平成28年度まで江北町の利用者

は65人でした。365日になった平成29年度につきましては77人、平成30年度は72人というこ

とで、わずかですが、利用者はふえております。 

 鹿島・藤津地区においては、平成28年度は２人でしたけど、平成29年と平成30年度の利用

者はゼロ人となっております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 今、私が質問したことについては的確に答えていただいたと思います。私は実績を聞いた

わけですけど、これ以上聞くことはないなということで、数からいけばそれなりの成果が少

しずつ出ているかなと思うところでございます。 

 やっぱり子供がいないということは夫婦間にとって非常に深刻な問題かなと思うわけです

けど、それが幾らかでも町あるいは県の事業というふうな中で実施をされて、それを利用さ

れたということについては非常に私も、私は子供はおりますけど、感謝をしております。町

民の皆さんも感謝をされているかなと思うところでございます。 

 それでは、次に、２番目の公約、健康、福祉日本一の町について、健康ポイント制度で町
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民の寿命を１歳延ばすというふうにうたってありましたが、成果が出るにはそれなりの時間

がかかると思うわけですが、今後の見通しとしてはどういうふうな見通しを立てておられる

か、お伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。松尾福祉課長。 

○福祉課長（松尾徳子） 

 健康ポイント事業の今後の見通しについてという御質問に対してお答えしたいと思います。 

 健康ポイント事業は、平成29年度から実施しておりまして、今年度で３年目になります。

これまで実施した検証結果として、もともと申し込む方は60代から70代が多くはありますが、

平成29年度と平成30年度の申し込み者の年齢を見たときに、平成30年度になると若い世代の

20代、50代が申し込みがふえているという傾向があります。 

 それと平成29年度、第１クール、最初は649人から始まりましたが、平成30年度の第２

クールでは1,045人ということで、申込者は約1.5倍、それとポイント交換者は1.2倍という

ことでふえております。それと、現在９月ですね、今年度の交換時期になっておりまして、

令和元年度の第１クールの登録者はプラス135人ふえまして、現在1,180人の登録になってお

ります。この人数は対象が20歳以上の町民の15％を占めております。 

 それと、アンケートをとっておりますが、アンケート結果によれば、効果があった、健康

に対する意識が向上したという記述が多く出ております。それと、ポイント交換者の９割以

上の方が健康づくりの意識が高まったというふうに答えてあります。 

 健康ポイント事業というのは、健康に関心のある方も、初め無関心の方も巻き込むという

ことを念頭に置いた事業です。健康づくりの参加するきっかけになったと思いますし、また、

本人の努力とか、その成果によりポイントを獲得して商品券と交換するということで継続支

援ということにもつながったのではないかと思っております。 

 今後は、本人の自主的な健康づくりの取り組みというのが習慣化につながっていくような

施策を検討していければと思っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 山田町長。 

○町長（山田恭輔） 



- 85 - 

 坂井議員の御質問に私からもお答えをしたいと思います。 

 健康ポイント事業の事業実績については、先ほど福祉課長が申し上げたとおりでありまし

て、現在、町内で約1,200名の方が健康ポイントを活用してそれぞれ健康づくりに取り組ん

でいただいておるということであります。 

 元気で長生きというのは、町民みんなの望みであり、ぜひ町としてもそれは後押しをした

いということで始めた事業でありましたけれども、その健康づくりに取り組むきっかけづく

りという意味では効果があったのではないかなというふうに思っておりますし、うれしかっ

たのは、一つの指標として、これは１回登録をされると、あとやめてもずっと登録されてあ

るわけですね。だから、その累積というよりはどれだけ新しい方が参加をしていただくかと

いうのが当初からこの事業の成果指標だと。ともすると、始めたはいいものの、あとはや

りっ放しみたいなことがほかの役所ではあるようですけれども、福祉課が一生懸命頑張って

くれまして、今年度の第１クールも新たに135人の方が新規で申し込みをしていただいたと

いうのは、事業に魂を入れるといいましょうか、やはりこの事業をうまく使ってくれている

ということなのではないかなというふうに思います。 

 健康ポイントは公約で書いておりましたけれども、これにとどまらず、健康寿命の延伸と

いう観点で、健康寿命延伸３大事業と自分は勝手に呼んでおりますけれども、その後に始め

ましたのが、これがとくとくキャンペーンといって、要は健康診断を受けていただいた方を

対象に抽選をしまして、何と１等１万円、４人に１人は千円以上当たるという大変高率なく

じなわけでありますけれども、これも大変効果がありまして、今まで何度言っても健康診断

を受けていただかなかった方が、こういうのがありますよと、そうならちょっと受けてみる

かと言った途端にその年に１万円当たったとか、そういう方もいらっしゃいました。御夫婦

で当たった方もいらっしゃいますし、２年連続当たった方もいらっしゃいます。ぜひそうい

う方は健診を受けて、体も元気、さらにお得ということでさらに広めていただければ、これ

も口コミでまた広がるんじゃないかなというふうに思いますし、今年度からは、御存じのと

おり、今、福祉課のほうではいきいき百歳体操というのを健康寿命延伸の一つのキラーコン

テンツとして取り上げております。 

 これもなかなか、特に男性の方の参加が少ないとか、ある程度グループをつくっていただ

かないといけないということを聞いていたもんですから、これもラジオ体操のスタンプカー

ドばりにそうして取り組んでいただければ、10回参加で千円のビッキー商品券をお渡しする
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という事業もやっております。 

 こうしたさまざまな取り組みを通じて、ぜひ町民の皆さんが健康づくり、または自分の健

康に関心を持っていただくようなことをこれからも続けるべきだというふうに思っておりま

す。 

 すぐにでも健康寿命が１歳延びればよかったんですけど、なかなかそうはなりませんが、

特定健診の受診率、これはデータがあります。平成27年、平成28年は特定健診の受診率は

42％台でありました。健康ポイントを始めました平成29年度が約46％、平成30年度は48.6％

ということで49％に近づいております。まだ今年度は最終的な集計ができておりませんけれ

ども、ぜひ、このように具体的な成果としてあらわれれば何よりというふうに思っておりま

すし、やはり最終的には、１歳と言わず、皆さんが健康で長生きということが実現できれば

と思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 健康ポイント事業については、それなりの成果が数からいって上がってきているなと、一

つのモチベーションといいますか、皆さんのやる気といいますか、受けようという、参加し

てみようという、そういうふうなやる気が少しずつ芽生えてきているんじゃなかろうかなと

思うところでございますが、もう一つ関連して聞きたいのは、成果が出るには時間がかかる

だろうというふうなことを聞いたわけですけど、私の成果は国保に対して負担が少しは軽減

をされたのかというふうなところまで出ているのか出ていないのか、その辺を教えていただ

ければと。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。松尾福祉課長。 

○福祉課長（松尾徳子） 

 江北町の国民健康保険特別会計の決算におきまして、前年比の医療費の約1,800万円減に

なっております。 

 平成30年度の決算状況は、歳入総額が12億1,847万2,113円、歳出総額が11億6,418万2,223

円になっております。歳入歳出差引額が5,428万9,890円の黒字となっております。保険給付
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費も前年より2.4％減少をしております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 今の答弁でいい数字が出たなとは思うところでございますが、評価としてこの健康ポイン

ト制度はやはりよかったなという自己評価というか、その辺はどうですか。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 私も健康ポイントで国保が黒字になったなんていうことを言うほどおこがましくはござい

ません。先ほどありましたとおり、健康寿命を１歳延ばすというのは大変ですよね。何でか

というと、みんなが１歳健康寿命を延ばさない限りは町の健康寿命は延びないわけですから。

ですから、先ほどの特定健診の受診率であるとか、そうした一番身近な数字でしか推しはか

ることはできませんし、よく御存じのとおり、国保の会計もいろんなそういう外部要因であ

るとか、例えばいろんな流行する病気があるとかないとか、どなたかお一人大変高額な医療

を受けられたりするときは大分上下するもんですから、必ずしも健康ポイントの事業イコー

ル黒字とまでは言いませんけれども、ひとまず事実として、おかげさまで平成30年度は医療

費も下がり、黒字でありましたということであります。 

 何がしかの効果はあっていると思いますけれども、やっていることと国保というものに対

するインパクトの大きさが必ずしもダイレクトではないもんですから、そこは大手を振って

することではないですけれども、貢献はしたと思っています。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 その辺については、私はミクロで捉える必要はないと思うわけですよ。マクロ的に捉えて、

事業をやってよかったなという評価程度で私はいいと思います。町長が答弁されるように、

格式張った、ぴしゃっとミリ単位じゃなくて、やっぱりマクロで捉えていいんじゃなかろう
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かなと思います。 

 これは、国保会計なんていうのは、一つの手品とは言いませんけど、非常に入り組んだ会

計でございますので、非常に結果が出にくいというふうな見込み見込みで行くところがかな

りありますので。ただ、そういう中で、ある程度明るい結果が出てきているなということで、

先ほどから言われているように、やはり持続していかにゃいかんというふうなことで私も感

じているところでございます。 

 それでは、３番目の質問に移らせていただきます。 

 １万人総活躍で町の元気づくりについて。企業誘致で正規雇用100人分をつくり出すとあ

りますが、これは４年前でございますけど、一応公約に掲げてありましたので質問をしてお

ります。 

 100人分をつくり出すとありますが、一朝一夕にはできるとは思いません。今後の対応は

いかにされるのか、伺いたい。 

 それと企業誘致についてもお伺いいたしますが、企業誘致については、岩屋団地跡地を予

定されておりましたけれども、一部地元企業に売却され、正確な数字じゃないですけど、残

地が約１万9,000平米ほど残っております。地形的な問題があり、あの場所には期待ができ

ないと、むしろ私は駅南で施工されたように、町内不動産会社の協力のもと宅地分譲地にど

うかと思います。 

 町長の考えは、また企業誘致については、将来、門前～観音下線沿線に多いに期待をして

いるところでございます。企業誘致についてはまだ決定じゃございませんけれども、そうい

うふうな用地を用意して今の門前～観音下線を有効に使って上小田地区の発展にもつながる

というふうなことで私たちも思っておりますので、その辺のところを大いに期待しておるわ

けです。 

 不動産会社の協力のもとに宅地分譲はどうかということについても、今回の監査委員の意

見書の中に、使っていない不動産については売却をしなさいというふうな指導もあったかな

と思います。そういう観点からも売却をして、やはりあの返にまた小田地区の高級住宅地

じゃありませんけれども、そういう一戸建ての分譲をしていただければと思うところでござ

いますが、その辺の答弁をお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 
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○町長（山田恭輔） 

 坂井議員の御質問にお答えいたします。 

 今後の対応はとお尋ねになられましても、いかんせん、私も今任期があと半年ということ

なもんですから、この半年の中でということになるというふうに思いますし、逆に私と言う

よりは、町としては、先ほど御提案をいただいたようないろんな可能性をやっぱり探るとい

うのは町の責務であろうというふうに思います。 

 御指摘のとおり、必ずしも工場として適地であるかどうかというだけではなくて、確かに

あそこは非常に眺めがよくて、もともとあそこは町営住宅があったもんですから、横の坂を

上っていくときに下を見ると、もう見るからに分譲地のごと道路が入ってしているなと思っ

たこともありました。ですから、そうした町営住宅の跡地の利活用については単純に企業用

地というだけではなくて、さまざまな処分の仕方というのは町として考えられてしかるべき

だというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 町長、門前～観音下線。 

○町長（山田恭輔）続 

 門前～観音下線沿線のということでありました。 

 御存じのとおり、現在魚市場から数百メートル道路が完成しておりますのは、町の事業と

して、町道として整備をされたわけであります。私、就任直後その開通式に出たわけですけ

ど、これをあのまま延ばすのを、同じように町の事業としたらどのくらいお金と時間がかか

るだろうかということを思いました。いろんな計算の仕方があると思いますけど、今できて

いるところを参考にすると25年ぐらいかかるんじゃないかというような試算もあったりしま

して、よく考えてみますと、多久のほうから県道が来ておるもんですから、それならば、県

道多久～江北線のバイパス事業として県のほうで事業をお願いできないだろうかということ

を発想いたしましたもんですから、議会の皆様方にも御協力をいただきまして、現在は期成

会を組織しまして、県にもその旨要望をいたしておるところであります。 

 道路ができるから発展するというんではなくて、発展するためにやっぱり道路が要るんだ

というふうな主張をしないと、なかなか県も道路だけ先につくるということにはならないと

いうことでありましたから、以前からおっしゃっているように、あの周辺のそうした開発と



- 90 - 

いいましょうか、何といいましょうか、そうした活用ということも想定をしながら、県のほ

うにも要望をしていく必要があると思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 今の答弁については、また後で質問の中に出てくるかとは思いますが、その中で再度お尋

ねをしたいと思います。 

 では、次に、１万人署名運動、ＪＲ特急の肥前山口全停車、このことについては、町民の

皆様方、また、近隣市町の方々も望んでおられることだろうと思うわけです。この署名活動

については、町長いつごろから署名活動をされるのか、私たちも一丸となってこの署名活動

には参加をしていきたいと、江北町だけじゃなく、知り合いのところも行ったり、知人とい

うか、親戚にも行ったりして、全町民で、また近隣の町村一体となって、新幹線もどうなる

かわかりませんけど、やはり江北町は今のＪＲで交通の要衝の町というふうに、ＪＲを中心

に発展してきた町ですので、私は今の「かもめ」といいますか、ああいう特急がとまる駅、

全便とまるというふうなことは大賛成でございます。やはり町の発展は交通の要衝かなと、

その交通に従っていろんなものがやってくるというふうなまちづくりかなと思うわけですけ

ど、いつごろから町長始められるのか。これについては後ほど私の質問の後で答弁していた

だいても結構ですけど、成り行き上、次の質問に行きます。そのほうが町長が答えやすいか

なと。 

 町長、端的に聞きます。来年の２月の町長選挙に出馬する強い意志があるのかないのか、

意思表明をここでお伺いいたします。改めてまた質問しますけど、意思表明の後に。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 坂井議員の御質問にお答えいたします。 

 今から12年前だったですかね、ちょうど38歳でありましたけれども、当時私は佐賀県庁の

職員でありました。その２年前に県からお許しをいただき早稲田大学の大学院で学ぶ機会を

与えられました。公共経営研究科というところでありましたけれども、当時はまさに平成の
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大合併の荒波が日本全国に押し寄せているという時期でありまして、御存じのとおり、平成

大合併によって3,400ほどあった市町村が今は1,700ぐらいにまで、言ってみれば統廃合され

たというような時代でありましたし、やはりそうした荒波をいかに切り抜けるかということ

で、全国各地ではいろんな取り組みが行われておりました。私は在学中にそうした具体的な

事例を学ぶ機会に恵まれましたし、実際何カ所かについては現地にも赴いたところでありま

す。 

 そうしたことの中から、私の師と仰いでおります、１人は元三重県知事の北川正恭氏、ま

た、前北海道ニセコ町長の逢坂誠二氏からさまざまな指導を受ける中で、私も県庁職員とし

てではなくて、ぜひ自分のふるさとの町の発展のために貢献をしたいという思いから、38歳

のときに町長選挙に立候補いたしました。 

 当時は、御存じのとおり、新幹線の問題で県と町との間ではいろんなことも起きておりま

したし、そういう中で私も県の統括本部というところにいたもんですから、何か新幹線を進

めるための県から送り込まれた刺客みたいな、そういう言われ方もしておりましたけれども、

私自身はそういうつもりではなくて、先ほど申し上げましたような学んだことがきっかけで、

ぜひ自分も町に貢献したいという思いからの行動ではありましたし、当時はそれこそ、以前

私もお世話になっておりました武雄市では若い市長が誕生しておりましたもんですから、や

はりいても立ってもいられなくて、早く江北町も新しい時代に向けた取り組みをすべきだと

いう思いからではありましたけれども、結果は御存じのとおりでありました。 

 私にとっては、当選よりも、もしかすると落選のほうが人生の中では大きい出来事だった

かもしれないなというふうには思いますけれども、ただ、当時まだ38歳でありましたし、そ

ういうことがあっても自分としてのいろんな経験をやっぱり積むということが大事なのでは

ないかという思いがありまして、１年間は東京で、先ほど御紹介した逢坂誠二の秘書をさせ

ていただきましたし、約８年間は、先ほど御紹介しました武雄市でまさに基礎自治体の仕事

に携わらせていただきました。 

 そうしたことの中で、前田中町長が引退をされるということを受けて、また再びチャレン

ジをというお声をたくさんの方からいただいて、私にとっては清水の舞台から２回飛びおり

るというのはなかなか勇気が要りましたけれども、やはりどこかにそういう気持ちも持って

おったもんですから、４年前に再挑戦して、こうして町政を預からせていただいているとい

うところであります。 
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 町長就任後からこれまで議員の皆様方、また、職員の皆さん、そして町民の皆さんや関係

機関の皆さんには町政運営に御理解、御協力をいただきましたことに本当に感謝しておりま

す。 

 ４年前この場で私は３つのことを言いました。１つは融和、それと対話と経営ということ

を言いました。融和というのは、これはどっちかというと、私は心の問題だと思っていまし

て、対話というのは私の行動です。経営というのは、どちらかというと頭と。だから、心と

体と頭を使って私はこの３つを体現する必要があるというふうに思っておりましたし、私な

りにそう努めてきたところであります。 

 その中で、この融和というのが心の問題なもんですから、私はやっぱり一番大事だなとい

うふうに思っておりました。大体選挙後の、もう常套句のように融和ということを言われま

すけれども、私はそうではなくて、心から融和が大事だというふうに思いました。 

 １つには、先ほど御紹介したように、この平成の大合併の荒波を何とかくぐり抜け、単独

町としてこうして維持できている。言ってみれば小さな町であるわけですから、やはりこう

いう小さな町でいつまでもそういう争い事や禍根を残してはいけないという思いからの融和

という言葉でありましたし、もう一つは、私自身は中学校から町外に出ていろんなところに

住み、また、いろんなことを学び、いろんなことを経験させていただきました。それは私に

とってはかけがえのない経験、財産ではありますけれども、一方で、なかなか江北町の中に

なじむということがなかったわけであります。 

 そういう中で、今回おかげさまで御支援をいただいて当選をさせていただいたわけであり

ますけれども、初めて町長になって、いろんなおつき合いをさせていただけるようになった

方がたくさんいらっしゃいます。それ以前は、自分がどんな人間かもわからない中で、日ご

ろからよく知っている、やっぱりいつもつき合いのある人と比べたときに、それは若いかも

しらん、県庁におったかもしらん、ただ、それだけで支持をするということは、やっぱり自

分自身を知っていただく努力が足らなかったんじゃないかなというふうに思います。 

 そういう中で、幸いこういう立場をいただきましたので、この４年間は本当にそうしたこ

との区別なく、そこをゼロにして町民のいろんな方たちと交流し、触れ合い、また、意見を

交換し、自分のことを知っていただき、また、皆さん方のことも知っていただくということ

が初めて心置きなく私はできたというふうに思っておりますので、この４年間もそれ以前に

まさるとも劣らない経験をこれまでさせていただいたというふうに思っています。 



- 93 - 

 午前中の御質問から今回の公約の実施状況について御質問をいただきましたし、御指摘の

とおり、できていないものもあります。私はこの公約ができていないからということではな

くて、御存じのとおりといいますか、まさに新しい令和の時代を我が町も含め我が国は迎え

ました。 

 また、いつも言っておりますとおり、それこそ、田中町長を初め先輩方の努力のおかげで

平成の間は江北町は人口は減らずに済みました。ただ、午前中申し上げましたように、これ

からは必ずしもそうだけではないというふうに思っておりますし、やはり一定数の人口減と

いうのはとめられないことではあるのではないかというふうにも思っていますし、いつも言

うことですけれども、人口は変わっていなくてもその中の様相が大分違ってきています。都

市化と過疎化という、言ってみれば相反するようなことが同時に進行しているというのが我

が町であります。 

 そして、くしくも令和の時代に変り、さらに言うならば、我が町はあと３年後に町制施行

70周年を迎えます。大変私は今の時期は江北町にとって大事な時期だというふうに思います。 

 令和の時代、新しい時代を江北町が輝かしい町として生き抜くための基礎づくりを、基盤

づくりをすべき時期に来ているのではないかというふうに思っています。 

 御存じのとおり、今まで経験をしたことのなかったようないろんな気象状況に見舞われる

こともありますし、まさに都市化の中で今までは地域では当たり前と思っていたようなこと

が、必ずしも町外からお越しいただいた方にとっては違和感を感じられるようなこともあり

ます。 

 これまでは大体２時ぐらいになれば、じいちゃん、ばあちゃんが迎えに来たり、お母さん

たちが迎えに来てくれていたのが、やはり共働きで保育所に預けておられると、預ける場所

がなければ働けないという方がたくさん出てきておられます。そうしたことであるとか、

きょうは花山球場の話がありましたけれども、やはり30年後を見越して、そのときのありよ

うを想像しながら、そこに向かっていろんなものを整理していくということも大事でありま

す。そうしたハード、ソフトの基盤づくりを今はしていく時期ではないかなというふうに

思っておりますし、それはそういう道路とか施設だけではなくて、我々役場職員の意識もそ

うであるというふうに思いますし、さらに言うならば、町民の皆さんにもそういうことを理

解していただく必要があるのではないかと思います。 

 私なりに全力を尽くしてきた４年間でありますけれども、今申し上げました時代認識に
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立った場合に、これからの４年間というのはさらに大事な４年間であるというふうに思って

おります。私としては、微力ではありますけれども、ぜひその４年間にまた身をささげたい

という気持ちでおります。 

 私も、なかなか人間的には未熟なもんですから、議員さん方というより、特に職員のみん

なだと思いますけれども、いろいろつらい思いをしたり、嫌な思いをしたり、腹立たしいこ

ともあったんだというふうに思います。それはそれで反省をするところもありますけれども、

やはり人のつき合いというのは、逆に言えば、その４年間のつき合いをしたからこそ、その

次の関係も私はあるのじゃないかなというふうに思います。 

 人は変わり得るものでありますし、お互いに成長をし得るものだというふうに思っており

ますので、これまでの４年間の上に立って、ぜひ江北町のこの新しい時代を生き抜くための

基礎づくり、大変重要な時期に改めて身をささげる所存でございます。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 町長が来年の２月選挙にも出るというふうなことで答弁をいただきました。 

 先ほど一般質問の中で２月までしか任期がないというふうな中で答弁がなかったところも

ございますので、そういう中で出るというふうなことでお聞きをしましたので、再度お伺い

するわけですけど、１万人署名運動、ＪＲ特急肥前山口全便停車ということについて署名運

動をしたいというふうなことでしたけど、立候補の言葉を受けて、いつごろからこの署名運

動をされるのか、いつごろというのが答えられなければ、ちょっと時間がかかるかなとか、

そういう答弁でも結構ですけど、一応やるというふうなことの答弁で私はいいかなと思いま

すけど、その辺どうでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 坂井議員の御質問にお答えいたしますが、残念ながら答弁は変わりません。といいますの

も、出馬をしたいとは申し上げましたけれども、当選できるかどうかというのはまた別問題

であるもんですから、その後のことについて今私が責任を持ってお答えすることはできませ
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ん。ただ、再び挑戦するからには、私としては改めてまた公約を作成し、皆さん方にその御

説明をせんといかんというふうには思っています。 

 そうした中では、当然今回の議会でも総括、検証していただいているような、前回の公約

でできなかったことということも含めて改めて公約としては再構築をする必要があるという

ふうに思います。 

 わずか４年ではありますけれども、まさに時代は目まぐるしく動いております。４年前に

約束したことだから、その４年後もやるべきことかどうかというようなこともありますし、

実際町政に携わらせていただいて新たにわかったいろんな問題や課題もあります。そうした

ことも含めまして、しかるべき時期に私なりの公約としてまとめて、先ほど御質問をいただ

いたことも含めて、ぜひ公にさせていただきたいということでお許しいただければと思いま

す。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 今の答弁で了解をしたところでございます。 

 ４年前に町長が当選をされたときに、町長の得票数を見たときに、どこかで聞いたことの

ある投票数だなと思ったところです。何と私の電話番号そのものでした。ああ、何か縁があ

るかなというふうに感じたところもあります。不思議だなというふうなことも感じました。 

 町長の立候補の意思があるかないかについてはこれで終わりますけど、４番目の公約でご

ざいます。農、商、工、連携で行こうの中で、ふるさと納税で町の収入約５億円増とあるわ

けですけど、一般質問をするときには、実績は私もわかりませんでしたので、ここでほぼ５

億2,400万円というふうなことで聞いておりますけど、どのように有効活用されたのか、そ

の辺を町民の皆さんにも知らしめるというふうな観点から答弁をお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 坂井議員の御質問にお答えいたします。 

 午前中の質疑の中でも申し上げましたとおり、就任後取り組んでまいりましたふるさと納
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税では、約18億円の寄附を町にいただき、約３分の１、５億数千万円が町の収入としていた

だいたということであります。当然この中から給食費の無料化を初め、さまざまな事業に活

用させていただいております。 

 ちなみに、給食費の無料化は大体年間3,800万円ほどでありますから、もちろん全部これ

に使うわけにはいきませんけれども、５億円全部使ったとして何年分ですかね、20年までな

りませんかね。ということではないですけれども、さまざまな事業に活用させていただいた

ということでありまして、これは政策課長が答弁をいたします。 

 先ほど坂井議員から得票数の話がありましたですね、──と。私も当選の記念に車を買っ

たときにはナンバープレートを──にしようかというふうに実は思って申し込み仕掛けてい

ましたけれども、坂井議員の御紹介で坂井議員の電話番号だというふうにお聞きしたもんで

すから、ナンバーにすることはなかったです。早く知っていてよかったなというふうに思い

ます。これも何かの縁だというふうに思いますけれども。 

 ５億円については、今全てを使っているわけではありませんが、今年度中も含めれば３年

分の各事業に充てておりますので、これについては政策課長が答弁をいたします。 

○西原好文議長 

 田中政策課長。 

○政策課長（田中盛方） 

 それでは、坂井議員の御質問にお答えをしたいと思います。 

 現在、これは決算を見ていただくとわかると思いますけれども、ふるさと応援基金の30年

度末の基金残高が３億7,758万８千円というふうになっております。 

 このふるさと納税の事業に対する充当につきましては、前年度までのふるさと納税をして

いただいたものを翌年度からの事業というふうなことに充てておりまして、平成29年度につ

きましては、全体で6,538万８千円程度を充当しております。平成30年度につきましては

9,142万１千円、令和元年度の見込みとしては8,237万２千円を見込んでおります。 

 主な事業の内容というものにつきましては、中学校のエアコン設置と、あと小学校の放送

設備、そういう教育関係にも利用をさせていただいておりますし、先ほど出てきました健康

ポイント事業ですね、こういう保険、医療、福祉等の向上についても利用をしております。

あわせまして、町道、農道の整備等、これにつきましては、３カ年、平成29年度から取り組

みを行っておりまして、それぞれ大体約1,000万円程度を利用しております。あと、小学校
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のタブレットのリース等、教育関係にも利用をさせていただいておりますし、あと、庁舎関

係の──庁舎も、これが昭和58年に建築されたというふうなことで、ある程度更新時期に来

ておりますので、そういうことでトイレの改修等にも利用をさせていただいております。 

 大方は以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 了解しました。 

 私の電話番号は隠したつもりで番号は言わなかったんですけど、町長のほうから──なん

て言われましたけど、それはそれとして、これで私の一般質問を終わります。どうも私の電

話番号まで知らせていただきまして、ありがとうございました。 

○西原好文議長 

 ５番坂井正隆君の一般質問をこれで終わります。 

 しばらく休憩いたします。再開14時30分 

午後２時19分 休憩 

午後２時30分 再開 

○西原好文議長 

 再開いたします。 

 ６番三苫紀美子君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○三苫紀美子議員 

 皆さんお疲れさまでございます。私どもも疲れていますが、そちらのほうも大変だと思い

ますが、もう少しおつき合い願いたいと思います。 

 質問に入ります前に、どちらの議員からもお悔やみの言葉が出ておりますが、本当に今回

の豪雨で被害を受けられた方に心よりお見舞い申し上げたいと思います。特に大町、武雄の

ほうでは、婦人会の会員の方がかなりの被害を受けられたという報告を県に受けておりまし

て、心よりお悼み申し上げますとともに、一日も早い元気な復興を祈りながら次の質問に移

らせていただきたいと思います。 

 それでは、通告に従いまして３問について質問させていただきます。 

 まず第１問、パノラマ孔園の改善を問うという件でございますが、青少年育成としてパノ
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ラマ孔園を機会あるごとに利用させてもらっております。車道の危険をたびたび感じている

のは私だけではないのではないでしょうか。他町から訪れた人たちも同様のことを感じてお

られました。安全で通行できる改善策をお願いしたい。白木集落から公園入り口、そして、

公園内の道路についてでございます。 

 また、上のほうで花火ができないということで、子供たちは下におりて花火をいたしまし

た。石の組み合わせで階段が非常に危なく感じておりました。土面をコンクリートで平たく

し、おりやすい階段にしてもらいたいと願っておりますが、このところ、また御答弁いただ

きたいと思います。 

 また、通告には出しておりませんが、おりるとき等、特に暗く、箇所箇所に足元灯が設置

できればと願っているところでございます。前向きな検討をぜひお願いしたいと思います。 

 そして、寝泊まりのときにごろ寝の状態なので、マット常備はできないものか。せっかく

の施設を使いやすくし、もっともっと利用者をふやしてほしいのですが、マットがなくて私

たち、手持ちの毛布２人分を２枚重ねて、そこで横に３人、４人、本当にごろ寝をいたしま

した。楽しさは変わりないと思いますが、我々にとってはやっぱり薄いマットでもあったほ

うがいいなと、子供たちのためにもぜひそうしてほしいなと思いましたので、ぜひその点も

御協力いただければと思っております。本当に薄いマットで構いません。毛布より厚ければ

いいと思いますので、数的にはそんなに多くなくて最小限度の常備を強く望みます。 

 パノラマ孔園の改善について、以上のことを質問いたしますので、皆さん、一回行ってみ

てください。白木から見る我が町の風景、景色のすばらしさは行ってみないとわかりません。

他町からの皆さんもぜひぜひ白木のほうに来てほしいし、できれば白木の婦人会の皆様も、

白木孔子まんじゅうじゃないんですが、そういうのができるように来ていただくといいなと

いう感想をしていただいておりましたので、申し添えておきます。 

 以上、御答弁をお願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 三苫議員の質問にお答えしたいと思います。 

 まず、１点目の車道の危険を感じる、安全で通行できる改善策をということであります。 

 白木地区内から公園までの町道に関しましては、一応、指定管理のほうをうちのほうが指
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定しておりますので、その指定管理者が通常の業務としまして道路内の清掃を常に行ってお

ります。 

 それとあと、パノラマ孔園の園内道路に関してですけれども、ここは通常は、公園内の維

持管理、あと剪定とかの管理に使う作業車と、あと来園者がキャンプ道具を持ってくる運搬

に利用する道路でありまして、通常は一般車両は通行禁止となっております。この一般の来

場者の方がおられますので、まず、道具を運搬する方に対しまして通行する際に注意を促し

たいと考えております。それと、通行する上で危険があれば、園内の中の看板等による注意

喚起を促していきたいと考えております。 

 続きまして２問目ですけれども、パノラマ孔園の中央部の階段の構造としましては、一番

下の集落から上るときの下段から中段までにつきましては、石段の階段になっております。

それとあと、中段から上につきましては、コンクリートで仕上げた階段のようになっており

ます。 

 御質問の石段の階段をコンクリートで平らにしてほしいということでありますが、既存の

石段は詳細な設計に基づきましてつくられております。それで、石段の天端をコンクリート

で改修するとなれば、現状の踏み幅とか段差との変更が伴いますので、施工が可能か、技術

的な検証がまずは必要となりますので、現在のところは、現状で御理解を願いたいと思って

おります。 

 続きまして、３点目です。キャンプ時にマットの常備ができないかということであります。 

 まず、キャンプは、テントや簡単な小屋などで野外において一時的な生活をするものであ

ります。自然の中で非日常を感じ、多少の不便も楽しみの一つとして、ふだんの生活で味わ

えない経験ができるものだと考えております。 

 パノラマ孔園の寝具類につきましては、まず、管理衛生面を考慮して、今のところは常備

貸し出しはしておりません。基本的には、利用者が必要に応じて持ち込まれているのが現状

であります。ちょっと確認したところ、県内のキャンプ場でも常備しているところはほとん

どありませんで、管理衛生面において課題もありますので、基本的には個人で持ち込んでい

ただくことを御理解していただきたいと思っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 課長、２番目に補足で足場を照らす。 
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○建設課長（武富和隆）続 

 ２点目の夜の歩行についてですけれども、ちょっと段差のところが階段が暗いということ

であります。 

 一応、階段の部分については、小段の部分に照明灯を設置しております。ちょっと足元が

見えづらいということでありますので、安全面からも指定管理のほうから懐中電灯等の貸し

出しを行って注意を行っていきたいと思っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 課長の答弁、確かに聞き受けましたが、ということは課長、今の状態で一歩も前進がない

ということですか。今のままでずっといきたいという答弁で解釈してよろしいんでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 三苫議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 先ほど説明したとおり、現状でちょっと御理解を願いたいと思っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 町長初め聞いていただきたいんですけど、私たちの仕事って何でしょうか。言うだけのこ

とだったら、何もこういうところに時間かけて──学びながら自分たちでも何回も行ってい

ますよ。町民のための仕事をするのが私たちだと思っているんです。町民の人の声を──た

だ道具を運ぶだけだから──園内は車禁止ということはわかります。でも、キャンプ道具っ

て大きいんですよね。それは、トラックみたいなので運ばないととても担いでは行けないん

ですよ。だから、そういうときに行くときに危ないと言っているんですよ。御自分たちも、

課長も行ったことあると思います。かなり今回で見ていただいていると思いますが、危険だ

からこそ言っているんですよ。何も私たちもあそこを年中365日使うかといったら使いませ
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ん。でも、子供たちが休みのときはパノラマ孔園行きたいと言いますので、そこで寝泊まり

だったり日帰りだったりして行くわけですね。日帰りであったにしても、やっぱり上でバー

ベキューしたいとか言ったら、そのバーベキュー道具は持っていかないといけないんですよ。

そんな子供たちのため、それも本当に大きく言うと青少年育成のためと私たちは言っており

ますが、自分たちの楽しみでもあるから何とも言えないところがあるんですが、泊まるとき

は本当に石段のところは上のほうにライトありますよね。でも、今、足元灯は考慮していた

だくという解釈でよろしいんですかね。足元灯もノーですか。ちょっとお答えください。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 三苫議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 足元が暗いということでありましたので、それにつきましても、一応、懐中電灯等を貸し

出ししたいということでお答えしておりましたので、それで御理解を願いたいと思います。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 懐中電灯ということですが。じゃ、あのパノラマ孔園は何のためにつくられたんですか。

懐中電灯を持っていって泊まるときには持ち込みで全部行きなさいと、そんな公的施設あり

ますか。私たちはこの年でまだ婦人会というのは、本当は老人会なんですが、行くときに、

県であったにしても市町であったにしても、必ず大がかりなことをしていなくても、せめて

寝泊まりに不自由じゃない限り、そこに大きい枕を置きなさいとか、お布団を置きなさいと

言っていないんですよ。せめて薄いマットは、全然、衛生管理上──泊まったら干していけ

ば管理人さんがやってくれるから、あと畳んでくれればいいわけですから、それぐらいのこ

とは町としては考えられないんですか。課長は課内で話されたんですか、それとも、町長と

かいろんな副町長あたりと全部で話されて、その結果、江北町としてはできないということ

ですかね。もう一度答弁をお願いします。 

○西原好文議長 

 ただ今の質問に対し答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 
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 三苫議員の再質問にお答えします。 

 一応この件に関しましては、町長と協議を行いまして協議しております。 

○西原好文議長 

 山中副町長。 

○副町長（山中秀夫） 

 三苫議員の御質問にお答えをいたします。 

 この公園は中山間事業で県が設計をされて県のほうで施工されております。それで、江北

町にも、産業課が担当だったと思いますけれども、その中であそこにどのようにすばらしい

公園をつくるかということで、いろんな設計をして自然に合うような階段等もつくってあり

ますし、そういうようなことで、階段は石でつくったところもあればコンクリートでちょっ

と変わったところもあるように、景観を考慮しながらつくってあるものですから、それがす

ぐどうこうするということは、ちょっとその辺のことも含めて検討もしなきゃいけないんで

すけれども、実際的に山とかなんとかはいろいろな階段もありますし、マンションとかなん

とか、そんな階段とは違いますから、やっぱり公園に合った階段にしてあると思っておりま

す。 

 それから、足元灯ですけれども、幾らかはあったと思いますけれども、その辺が、キャン

プというのはやっぱり冒険的なこともありますもんですから、懐中電灯を持っていったりと

かいろんなこともあるだろうし、自分たちの若い時代には、山にキャンプに行ったりとかす

るときには、コテージではなくてテント等でいろんなことを体験したものであります。そう

いうようなことも含めて、必ずしも何でも物があっているからそれがいいということではな

いかなと思っているところでございます。実際、建設課長が答弁をいたしましたけれども、

いろいろな考え方が人にありまして、ここまでしたほうがいいとか、ここまではせんほうが

いいとか、いろんな考えがあると思います。 

 そういう中で、危険とかなんとかいうと、すぐしなきゃかいかんということもあるんです

けれども、そういうようなことも含めて、キャンプをするときとかは、子供さんへの注意、

要するに自然に対してのいろんな思いながら危険性を、周りを見て、環境を見て、天候を見

て動くのがいいんじゃないかと思っているところでございます。何でも物を与えてやって、

何でもしてやることがベストではないと思っているんです。 

 ですから、三苫議員が言われるように、危ないときにはどういうふうに注意をしたらいい
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のかとか、あそこの道につきましても、コンクリートの舗装をした上に土で固めたカラー舗

装をしてありますもんね。それで、それは公園にコンクリートでするには、それよりも景観

に合った自然の道、道路の色になるような舗装をしてあるものですから、その辺が若干見た

目と違うと思います。そして、実際あそこが、山が急でありますので、カーブをつけないと

上れないということもありますもんですから、その辺のことについては、やっぱり建設当時

にそういうようなことも含めて検討をした上での設計でございますので、簡単にこっちのほ

うに変わったがいいというふうな、すぐ変えろと言われても、はいそうですかということで

はいけないと。もう少し指定管理者の人とかからも、皆さんの利用度合い、要するに利用さ

れている方のアンケート等もとりながら、どのようにしたほうがいいのかということは検討

をした上でどうかするということは言えますけれども、この場で危ないからすぐできません

かとか、回答はゼロですねとか言われても、こっちとしましては返答はここまでぐらいしか

できないということで、私たち課長だけじゃなくて、町の考え方として課長が代表して答弁

をしたところでございます。長くなりましたけど、一応そういうことでございます。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 今、現代に合ったような、何でも親がしてやる、周りがしてやると、そういう公園をつ

くってくださいとか言っていないんですよ。ただ、危険だから危険解消のためにという要点、

何カ所かなんですよね。だから、じゃ、それをどうしようかと。自然な石組みでの階段とい

うのはなかなかすばらしいと思いますよ。でも、石が多く出て土が雨とかなんとかで流れて

いる。そんなときに、同じ階段でも段差があるんですよね、課長も見ていただいたと思いま

す。だから、そういうところだから、土でもいいんですよ、土の中に何かを入れて白のセメ

ントをべたっと張りなさいと言っているわけじゃないんですよ。子供たちに危険が及ばない

ようなやり方をしなさいと言っているんですよ。それでも、指定管理者がそれは危なくない

と言ったらできないということですか、副町長。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中副町長。 

○副町長（山中秀夫） 

 再度質問にお答えいたします。 
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 実際、三苫議員が言われるように、そういうふうに危険性があると、要するに石が外れて

すぐ危ないとか、特にここは転んだりとかしているとか、極端なところであればすぐする必

要があると思うんですけれども、大体あそこの階段そのものが石でつくってあって、やっぱ

り注意をして上るような階段になっていると思うんですよね。ですから、その辺が、極端に

言えば高低差がありますから、階段も段数を多くすればいっぱいなるし、少なくすると階段

が高くなるし、そういうふうにいろいろ人に──子供さんもおられれば、大人の方もおられ

るし、いろいろおられるわけですので、階段の高さも合わない人もおるだろうし、合う人も

おるだろうし、いろいろあると思うんですよね。ですから、どちらかに合わせろと言っても

合わせられない分もあると思います。 

 ですから、先ほど言われましたように、本当に石が外れてとか、ここは特にこういうふう

に改良をしたほうがいいというようなところがあれば、指定管理者とか利用されている方、

ここについては特に危ないですよということであれば、そういうようなところについては、

すぐにすることは──そういうようなことはすぐするんじゃなくて、すぐしなければいけな

いと思っているところです。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 ほかにいろんな施設があります。呼子に行ったり武雄に行ったりとか、いろんなところで

私も子供たちと一緒に動きます。でも、我が町を子供たちに知ってもらいたい。だから、で

きるだけちょっと不便かなと思いながらでも白木パノラマ孔園に連れていっています。 

 教育長、青少年育成として取り組んでいる婦人会のこの活動を、それでも、不便でも、そ

のまま県からだから何からだからと、今、副町長の言うようなことで子供たちの育成になる

と思いますか。 

○西原好文議長 

 ただ今の質問に対し、答弁を求めます。熊﨑教育長。 

○教育長（熊﨑知行） 

 三苫議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 子供たちを育てる環境というのはいろいろな環境であってしかるべきだろうというふうに
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思っています。勉強するための環境、自然に親しむための環境、少し危険度を感じながら学

習する環境とか、そういうようなものはそれぞれ必要なことであって、全てが満足されてい

る、全てが安全にされているというところばっかりじゃ、これからの小学校卒業、中学校卒

業、高校卒業していく過程においては、今言われている十分な生きる力を培うことはできな

いんじゃないかなというふうに思っています。 

 今言われました、副町長も言われましたけれども、例えば、石が外れているとか、そうい

うような状況であれば当然すぐに手を打つべきだろうというふうに思いますし、多少暗くて

も、例えば、キャンプに行くとすれば、懐中電灯は必需品なんですよね、必ず持っていくも

のです。貸し出しという話もありましたけれども、当然自分で持っていって、そして、暗が

りのところに行きたければ、そこに行って少し冒険をしたりとか、そういうようなのが子供

の危険のアンテナをより高くするんじゃないかなというふうに思っています。繰り返しにな

りますが、石が外れたりというところについては速やかにしなければならないというふうに

思っています。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 じゃ、これは１時間かけても結局平行線ですよね。でも、外れたらもとのように戻すのは

当たり前のことでしょう。ただ、凹凸が激しくて危ないところは点検しましたがと、課長、

危険と思いませんでしたか。私は危険と思うところがありました。だから、そういうところ

を土でいいんじゃないですか。そしたら、コンクリートがだめだったら、石との差があると

ころには少したたいて土を入れるとか、いろんな方法があると思うんですよね。だから、そ

ういうのを子供たちのためにできないんですかと言っているんですよ。それもやっぱり石が

転んでいないとできないと教育長も子供たちのためにそうおっしゃるんですか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。熊﨑教育長。 

○教育長（熊﨑知行） 

 三苫議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 石が外れているというのは非常に極端な例で申し上げましたけれども、例えば、段差が
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あってとか、これは危ないんじゃないかというように思われる分については、当然速やかに

対応するものだろうというふうに思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 そしたら、済みません。私ももう一度検証して、こういうのがこのまま放っておいていい

のかというのを提出します。課長もぜひもう一回、役職柄しょうがないです、言ってくださ

い。 

 そして、もともとキャンプには懐中電灯が必要だとか、そういうのは車の中にも載ってい

るから、危ないと思ったら行くんですね。でも、子供たちを何人か連れて花火を持って上で

花火できないから、じゃ、下でやろうねと楽しんで行っているのに、みんなが、子供たちは

持ってきていないわけですから、大人が何本持ってきているかですね。だって、１、２年生

に懐中電灯持ってきなさいと言いますか。高学年だったらお母さんたちが持たせて持ってき

ていますよ。でも、小さい子供は持ってきていません。保育園の子供もいましたしね。 

 だから、そういうところで、やっぱり足元灯がここであればいいよねという大人の目線で

のことですよね。それが教育に、大人になってからもそういう苦労をしていたほうがいいと

か、それとこれは別なんです。それはもう家庭できちっと教えればいいこと、危ないことは

危ないと、不足な分は不足な分でやっていいんですけどね。ただ、公的な施設としては、や

れるところまではやってほしいとお願いしているんですよ。それもやっぱりもうできないわ

けですね。だから、壊れているんじゃなくて、検討をする気持ちもないということですか、

青少年育成町民会議としても出ていらっしゃると思いますが、教育長としては。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。熊﨑教育長。 

○教育長（熊﨑知行） 

 三苫議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 青少年育成町民会議に私も大体出ておりますし、青少年をしっかり育てていかないといけ

ないという意識は当然強く持ってはおります。 

 ただ、どういう場所でどういう力をつけるかということを会議に出ている我々が当然考え
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るべきであって、それに合っているか合っていないか、ここを使いたいならどういう準備を

すればいいのかということは、やっぱり主催者たる人たちが十分に準備をする話じゃないか

なというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 三苫議員の御質問に私なりにお答えをしたいと思います。 

 先ほどの坂井議員の御質問で、私にとっても重大事であります、再選について表明をさせ

ていただきましたもんですから、少しまだちょっと興奮状態にありまして、うまく説明でき

るかわかりませんけれども、最初に答弁をいたしました建設課長、その後に答弁しました山

中副町長、そして、今し方答弁をした熊﨑教育長、全て私も同意見でございます。 

 一般質問の通告をいただくときには、当然我々としてはその質問の趣旨であるとか事実確

認というのをさせていただきますし、果たしてどうするべきか、どういうふうにお答えする

べきかというのは、もうそれこそお一人１時間ですけど、１時間以上の時間をかけて念入り

に、私初め、幹部がそろって打ち合わせをいたしますし、今回私も現地のほうも見ました。 

 最初、建設課から上がってきた答弁は、今の三苫議員の言葉をかりれば、多分、百点満点

の答弁で来ました。マットも買います、足元灯もつけます。でも、本当に担当課としてそう

なのかというふうに聞きました。担当課としては、私が現地を確認する前にも何度となく現

地のほうも見て、一通り見た上で、先ほど教育長が言いましたけれども、ここはちょっと危

険だよねというようなところはありませんでしたと。それが何で、特に今すぐ応急処置でも

せんばらんところがあるとは思っていないのに、担当課長として百点満点というか、満額回

答するような答弁をするんだというところで実は叱責をしたところであります。 

 そうしておったほうがいいというんですか、このくらいするということだったらそれでい

いというぐらいのことで私はやっぱり答弁してほしくないもんですから、実は先ほど建設課

長が答弁したのよりももっとはっきりと答弁を私はすべきだというふうに指示をしておった

んですけれども、最終的にはそれでも優しいのか、自信がないのか、何か怖いのか、ちょっ

とわかりませんけど、指定管理者で懐中電灯を貸し出すとか、そういうのは私はやっぱり逆

にちょっと違うんじゃないかなと思います。 



- 108 - 

 白木パノラマ孔園の設置及び管理に関する条例があります。この白木パノラマ孔園の設置

の目的が条例に書かれております。言うまでもなく議会で承認をいただいたものであります

けれども、住民が野外活動を通じて自然と触れ合い、自然のもたらす恩恵を享受する場を提

供することにより公園を設置するというふうに書いております。 

 ですから、今回のお答えとしては、建設課長が冒頭に申し上げましたとおり、やはりそう

いう多少の不便も含めながら、非日常の、まさに自然と触れ合い、自然の恩恵を感じるため

の施設であるわけでありまして、だからといって我々も、ただ自分たちの考えだけで言って

いるわけではなくて、県内のキャンプ場にも照会をかけさせていただきました。そうした中

で、マットまで設置をしているところは、全くなかったのか、ちょっとほとんどなかったの

かは最後までは報告を受けておりませんけれども、基本的にキャンプ場のコテージだったら

マットはあるよねというのが普通ということではないということでありましたもんですから、

それならばきちんとそういう調査をした結果もお示しをして、マットは置きませんというふ

うにはっきり申し上げたほうがいいんじゃないかというふうに申し上げました。 

 先ほど三苫議員からは、改めて現場のほうも御確認をいただいて、具体的に危険な場所で

あるとか、そうしたことを御指摘いただくということですから、ぜひ御指摘をいただいて、

また改めて、まずは建設課のほうで立ち合いもさせていただいて結構だというふうに思って

いますので、そこで必要性もきちんとお互い了解をした上で、必要な箇所についてはしたい

というふうに思います。 

 もちろん、全体的な安全の確認は今回もさせていただいておりますけれども、我々も我々

で御指摘をいただく前に再度現場の確認は改めてしたいというふうに思いますけれども、今

回御質問の通告をいただき、答弁まで１週間ぐらいあるんですかね、その間に実際現場を見、

関係機関にも調査をし、そして、庁内でも議論をし、そして、答弁をさせていただいたとこ

ろでありまして、繰り返しになりますけれども、私の前に答弁をした者の答弁を私は支持を

したいと思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 大締めの町長が出てきて、全て３者の意見のとおりだということを再度改めて聞かせてい
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ただきました。 

 そしたら、例えば、全て持ってきなさいというのは、当然、キャンプというのはそうだと

は思うんですよね。ところが、せめて何回か使ううちに不便だと感じたことの改善策という

のは、それもやっぱり町長、我が町としてはできないんですか。例えば、今度、みんなの公

園ができますので、あそこで不便なことは今の時代ですから何一つないと思いますけど、も

と建てたところは、何らかの不便性はあると思いますよ、町長。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 これもＳＤＧｓ的な視点もやっぱり必要だなというふうに思いますけれども、繰り返しに

なりますけれども、やはりある程度の不便さをある意味体験するというような施設でもある

もんですから、何回行っても不便だという意味でいきますと、そういう不便さも体験をして

いただくということだと思います。 

 今は大分、ビジネスホテルも大体いろんなものがそろっていますからそんなに気にせんわ

けですけれども、私、県庁入ったころは、泊まる宿によって、ドライヤーがあるかないかと

か、歯ブラシがあるかないかとか、かみそりは準備してあるかとか、石けんは、シャンプー

はあるのかとか、実は一個一個そこの宿のを確認していかんと行ったところがなかったとい

うことがありました。今はそういうことがなくて、やはりサービス合戦をしていかに便利か

というのがホテルの一つの売りなもんですから、どこにでもそろえられておりますけれども、

そういう意味でいきますと、パノラマ孔園はそういうところからすればちょっと対極にある

のではないかなというふうに思います。 

 ですから、そうした観点の中で、真に最低限備えておくべきものかどうかというのは再度

検証してしかるべきだというふうには思いますけれども、もし不便だと感じられたからと

いって即それで置くわけにはいかないというのはぜひ御理解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 私が不便と感じたからじゃないんです。やっぱり婦人会の役員たちもそれに入りましたし、
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いろんな方の意見で、あったほうがいいよねと。全くもって不便──寝れなかったことはな

いんですから、上のガウンみたいなのを２枚重ねて何とかぐしゅぐしゅしながらでも寝れた

わけですから、全く寝れなかったというわけじゃないんですよね。ただ、ここに薄いのが何

枚かあれば、十何人ぐらいは横にして寝れば、あれは３人は寝れるんですね。縦だったら２

人ぐらいしか寝れないけど、横にすると足は出てもいいわけです、背中が当たればいいわけ

ですから、３人ぐらいできるわけだから。何枚かの状態でいいと思いますね。そしたら、町

のほうで絶対もうそれは自然なままで不自由さも何も体験するのが指導だと青少年でおっ

しゃるんであれば、私たちの婦人会としての青少年問題として、それだったら、私が不便と

感じたことを次の人が、あ、あってよかったねと思うような貢献度もしたいと思います。そ

れは寄附として受け取っていただけますか、教育長。 

○西原好文議長 

 暫時休憩いたします。 

午後３時６分 休憩 

午後３時13分 再開 

○西原好文議長 

 それでは、再開いたします。 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 三苫議員の再質問にお答えしたいと思います。 

 寄附をしたいということでありましたけれども、管理の面で、やっぱりダニとかカビとか、

衛生面でどうしてもちょっと問題があると思いますので、寄附のほうはちょっと受け付けら

れないというふうに思っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 今、暫時休憩中に、元、公園を担当していた隣の議員がこっそり言いにきたのも、やっぱ

りダニとか、それから、人が寝たのに寝たくないやろうというようなこと、だから、ちょっ

と無理よというのはこっちのほうでも話があったんですけどね。 
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 今、本当に思っています。議員にならんがよかったねと思いました。本当に久しぶりに悲

しい思いをしているのは、私たちは町民の困ったことを届けて、そして、行政の理解を得て

全部100％するんじゃなくて歩み寄れるというような状態で、そんな気持ちでおりました。

きのうはちょっと控室で言ったのに、もうけさ、石灰が足りないところはぜひ取りにきてく

ださいという放送があっていたので、声を届けてくださった方は、また放送があったけんが

もらいに行くよというような、きのうのきょうという、それが私たちの仕事だと思うんです

よね。 

 きょうなんか全て、もうチェックチェックのペケペケが出てきているので、何のための仕

事をしているのかなという悲しい気がしてなりませんが、本当に今、先ほど耳打った坂井議

員なんかも、ちょっとやっぱり人が寝たのには寝たくないやろうと思う。そして、ダニがう

つけん、だめさいと、よその寝泊まりするところに、リネン会社が持ってくるんだったら、

寝たのは一回洗ってまた持ってくるからいいけどと、そういうところはあそこはできないか

らということで、済みません、隣の議員がアドバイスしましたので、やむなくいろんなこと

で、ここで皆さん、行政に対してお願いしたことはわかってくれると思いますので、いろん

な方法で危なくないように。ただ、危険箇所だけは見に行きます、課長もぜひ行ってくださ

い。ということで、締め、町長言っていただけますか。 

○西原好文議長 

 質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 皮肉なもんですね。我々も誠心誠意現場も見、議論もし、お答えをさせていただいている

わけですけれども、先ほど同僚議員のアドバイスでマットについてはわかったということで

ありました。冒頭の建設課長の答弁の中でも、健康上、管理上、マットは好ましくないと。

恐らくほかのキャンプ場もそうした理由もあられるのではないかなというふうに思いますし、

もし我々の説明の仕方が悪くて御理解をいただけなかったんであれば、そこは反省をする必

要があるというふうに思いますけれども、先ほど受けられた同僚議員のお話と同じことを

我々としては申し上げておったつもりでありました。 

 先ほど、条例のほうをちょっと御紹介しましたけれども、正確に読みます。「住民が野外

活動を通じて自然とふれあい、自然のもたらす恩恵を享受する場を提供することにより、青

少年の健全育成及び住民の健康の増進を図るため公園を設置する。」ということであります
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から、先ほど来申し上げておりますとおり、そういう自然と触れ合い、いろんな不便さを体

験することが青少年の健全育成につながるという趣旨で、我々の先輩方がこの公園を設置さ

れたんだろうというふうに思います。 

 それと、議員にならんがよかったとおっしゃいましたけれども、当然こういうふうに、

ちょうちょうはっし、ちょうちょうというのは丁々ですけど、お互い信じるところをやはり

主張し合うということが大事なわけでありまして、やはりＳＤＧｓ的観点で言っても、多様

性ということもありますし、やはりお互い傾聴というのも大事だなというふうに私は思いま

す。 

 そういう中で、妥協点なくとおっしゃいましたけれども、１つやっぱり改める必要がある

のは、先ほどホテルのことをちょっと御紹介しましたけど、どこのホテルも自分のところの

常備品というのを書いてあります。中には、こういうところまでうちはあります、逆にこれ

はないですから御持参くださいというふうなことを書いたりしてあります。ですから、白木

パノラマ孔園使用上の注意というのがありますけれども、このほかに、もしかすると利用申

請のところのただし書きみたいなのが、こういうところがちょっとまだうちが足らないんで

すよ。やっぱり御質問をいただいたんであれば、そういうところもきちんと見て、もっと強

く、ある意味確信を持って、こう書いていますからと言えばいいんですけど、それを残念な

がら確認ができていないので、あやふやにしか言えないということなんですけれども、もう

一度こうした使用上の注意であるとか利用の条件とか、そういうことをきちんと確認をしま

して、もし書いていないようであれば、パノラマ孔園の施設にはこうこうこういうものがあ

ります、またはこういうものがありませんということはお書きをするようにしたいというふ

うに思いますし、先ほど１つだけ撤回をするとすれば、建設課長が申し上げた指定管理者に

貸し出しをさせるというのは撤回をします。私は、教育長が申し上げたのと同じように、基

本的には、やはり自然に触れ合うために、多分いろいろ、カブトムシ採りに行ったりとか、

肝試しとしたりとかするときという意味でも、子供にとって私は懐中電灯は常備品だったと

自分の子供時代を思っても思うもんですから、もしそう思われないといけませんので、ぜひ

そういう懐中電灯等も御持参くださいということもきちんとお書きをすることで、しっかり

十分に自然を、また、不便を体験いただけるような注意喚起を事前にさせていただくように

したいと思います。 

 以上でございます。 
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○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 丁寧な御説明をありがとうございました。ちょっと私の聞き間違いかもしれませんが、い

ろんなそういう不便さを感じるのが青少年育成だと聞き間違えていたらごめんなさい。私は

青少年育成の中で不便さを感じるのがあるかもしれないが、それも体験だと、最後、そうい

う締めでやっていただきたいと思います。青少年育成、もっともっと広い範囲だと思います

ので、きょうはこども教育課長が出る幕なかったんですが、12月、期待しておってください

よ、頑張りますので。 

 そういうことで、ぜひその中で不便さも感じるのも、もうそれも体験の一つですよという、

大らかな気持ちで言っていただかないと、何でも何でも不便さがあるからこそとかじゃない

んです。不便さもあるよというような解釈が現代には通じるのではないかと思いますので、

それでもし抵抗がなかったら、済みません、このパノラマ孔園については質問を終わりまし

て、次に行きたいと思いますが、よろしいですか。 

○西原好文議長 

 三苫議員、時間が短いですので、あと２問ありますので、15時37分まで。 

○三苫紀美子議員 

 じゃ、足早に参ります。２点目に入らせていただきます。 

 ２点目、豪雨時の六角川浸水被害半減対策のための調整池の早期完成に向けてということ

でございます。 

 2019年５月12日付、佐賀新聞において、「六角川調整池整備開始へ」という見出しで、武

雄市の潮見橋の上流部に350から450トンの洪水調整池を整備する方針が公表されました。当

計画は、紙面に記載されている2012年六角川河川整備計画に盛り込まれた計画であるとされ

ています。地元には、2011年８月26日、江北町において実施された六角川水系の未来を考え

る住民意見交換会ということで説明がなされ、おおむね30年をめどとする計画内容が説明さ

れたと伺っております。 

 江北町には、六角川水系に関係する懸案問題があり、その一つに、大西地区の長崎本線下

流の堤防問題、また、牛津川との合流地点におけるバックウオーターの現象が考えられます。 

 大西地区問題に関しては、河川改修事業を推進していると国交省は話されておりますが、
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既にもう長い間議論がなされ、いまだ解決策が見出せない感じであります。 

 牛津川問題に関しては、平成14年６月に多久市の牟田部地区に95万トンの遊水池が完成し、

かなり効果は上がっていると思われます。毎年部分的に堤防を越える寸前の状況が確認され

ています。昨年９月豪雨、岡山県倉敷市真備町において浸水被害が頭をよぎります。合流地

点で大きい河川に流下阻止されて小さい河川から氾濫し、浸水が始まり、大災害が発生した

事例です。 

 以上の点を踏まえ、質問をいたします。 

 前日の懸案問題解決策として具体的に確認できるのは、現時点、洪水調整池であると考え

ます。用地問題等々、課題は多くあると思いますが、20年、30年と言わずに、１年でも、１

日でも早期に完了するよう国土交通省へ要望の考えはないか、お尋ねします。 

 また、六角川水系の関係行政機関と密に連携し、早期完了を目指し要望をしていく考えは

ないかを伺います。 

 当然、あわせてこれまでの一般質問で回答されている２つの課題の解決に向けての協議も

進めていただきたいと思います。 

 時間がありませんので、簡潔に答弁をお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 三苫議員の２番目の質問にお答えしたいと思います。 

 豪雨時の六角川浸水被害半減対策のための調整池の早期完成に向けてということでありま

す。 

 現在、国土交通省が計画している六角川洪水調整池につきましては、六角川の上部にあり

ます採石場のくぼ地を活用しまして洪水調整施設を整備するものであります。 

 機能としましては、洪水を一時的に貯留することにより河川の水位を低下させ、堤防決壊

による外水被害の低減と内水被害の軽減を目的としている施設であります。 

 ８月28日に発生しました記録的豪雨につきましては、県内に甚大な被害をもたらしており

ます。近隣市町では現在でも被害の方は避難生活を余儀なくされております。 

 このようなことから、国の直轄河川である六角川・牛津川沿線の関係市町で構成します六

角川改修期成同盟会により、ＪＲ六角川鉄道橋の河川整備を含めた六角川の改修整備促進に



- 115 - 

関する提案書を、国土交通省の方へ要望活動を毎年行っております。堤防の決壊や越水を防

ぐために、早期整備に向けて強く要望をこれからもしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 年に１回ぐらいの陳情でございますかね。月じゃないですよね、年に１回ですね。 

 皆さん、どうですか、今は若い課長ばっかりですから──当時町長のもとにつかれた方が

あるかもしれませんが、吉岡良夫さんの時代にいらっしゃいましたか。前々町長は、本当に

名前のとおり吉岡良夫さんなんですが、国からは悪岡悪夫、佐賀の悪岡悪夫が来たよという

ぐらいの、全て我が町のために、毎回毎回もううるさいと言われても陳情をした人なんです。

私はそれであってこそ今の江北町があると思っておりますので、町長、そういうことで隣町

との連携をしながら吉岡良夫さんの同じようなその姿勢で行く、これからの決意があるかど

うかをお聞かせください。次に進みますので、どうぞ。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 三苫議員の御質問にお答えいたします。 

 私としては４年前に決意をいたしております。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 今の町長の間によその町との連携とかいう、そういうお話は何も出てきませんでしたで

しょうか。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 三苫議員の御質問にお答えいたします。 

 私は議会とともに町政はあるというふうに思っておりまして、これまでも月１回の議員例



- 116 - 

会にとどまらず、我々町が進めていることについては、逐次詳細なる御報告、御説明をさせ

てきていただきました。 

 先ほど建設課長が申し上げましたとおり、六角川の改修期成同盟会の動きにつきましては、

町議からも参加をしていただいております。先ほど年に１回ということで、もし御理解いた

だいているとすれば１回ではございません。国にも行き、整備局にも行き、また、関係機関

にも行き、また、議論もし、六角川の減災対策協議会まで開かれております。これまでそれ

ぞれこうした事業についても、事務報告だけではなくて、報告をさせていただいているとお

り、これまでも、これからも歩を緩めるつもりはございません。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 ありがとうございます。本当に町のためにこれからもぜひ町長を中心に頑張っていただけ

ればと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは３問目、大雨警報発令に伴う避難状況についてでございます。 

 ことし６月議会において、同僚議員を含めた災害備蓄品の内容、備蓄率に関する問いで改

善されていることが確認されました。このことに対しては大変安心いたしております。しか

し、災害時要援護者に対する避難所での備蓄品、あるいは重度者等の対応についての具体的

な策が見えなかったことが残念であります。要援護者は、避難路が寸断される前に避難する

ことが前提と考えます。避難の促進を図るために、されない方々の分析及び筑後との防災研

修会における研修内容を含めてお伺いしたいと思います。 

 昨年７月の特別警報で災害時要援護申し出628人中10名の方が避難されました。ことし避

難情報の表現が警戒レベルと変わり、７月、８月の台風による土砂災害等警報に伴うレベル

３、４が発令されましたが、避難指示を受けた地域の要援護者数と避難者の人数の分析結果

はどうだったか、教えていただきたいと思います。 

 ことし３月議会において避難指示を受け、きちんと避難してもらうように地区ごとの防災

研修で意識づけるということがされておりましたが、その進捗状況を短目に答弁願いたいと

思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 
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○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、三苫議員の御質問、２問ですね。 

 まず１番目に、避難指示を受けた地域の要援護者数と避難者の人数分析ということであり

ます。 

 今回、７月、８月の大雨、それから台風で、うちの役場、町のほうから避難勧告、もしく

は避難準備、高齢者等避難開始、それから、避難指示等を出したのは３回あります。そのう

ち最初が７月20、21日の台風５号、ちょうどこれは参議院選挙の投開票日でもありましたけ

ど、このときが避難勧告を山間部の９地区に出しております。このときが山間部であります

ので、山手のほうになりますけど、高齢者等要援護者の対象者は250名、そのうち避難者数

は２名であります。 

 それから、８月５日、これは台風８号で警戒レベルとしては３です。先ほどのやつは勧告

ですので、レベル４になります。８号については、山間部の９地区に対して、避難準備、高

齢者等避難開始を出しております。このときが、対象者は同じく250名で、高齢者等要援護

者の避難者数は１名であります。 

 ８月末の大雨、このときは、うちのほうが最初に出したレベル４、最終的には大雨特別警

報でレベル５になったわけですけど、うちのほうで最初に出しておりましたレベル４のとき

が、山間部の10地区、それから、牛津川流域の５地区に避難指示を出しております。このと

きの対象者が355人、そのうち高齢者等要援護者の避難者数は13名であります。 

 それで、その内訳なんですけど、人数の分析ということでありました。 

 13名のうち身体に障害をお持ちの方が５名、８名の方が高齢者ということであります。 

 そこで、うちのほうの高齢者等要援護者が避難できるように、一応資材の購入をことし

行ったわけですけど、段ボールベッドをネイブルのほうに４つ運んでおります。それは利用

していただいております。 

 それからもう一つの質問で、地区ごとの防災研修の進捗状況はという御質問であります。 

 この分については、令和元年度の当初予算に３地区を毎年実施していくということで予算

計上をしておりました。それで、８月の区長会でちょっと区長さん方に実施の希望調査をと

りまして、希望がありませんでしたので、一応うちのほうで３地区、牛津川流域と六角川流

域、山間部の３地区を選定して、９月以降に順次、防災研修会を実施していきたいというふ

うに考えております。 
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 以上です。 

○西原好文議長 

 山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 少しつけ加えたいと思います。 

 今回の御質問で、要援護者なのに何でこんなに避難者が少ないのかというような御趣旨な

のかなというふうに思うんですけれども、だんだん災害の緊急度が高くなっていくわけです

けれども、皮肉なことに、一番避難をするのに手間を要するという言い方はよくないのかな、

要は、これが援護が必要な方ほどまだ危険度が高まっていないときに逃げていただかんばら

んという状況なんですね。だから、本当にひどくなったときであれば、また行動が違うのか

もしれんですけれども、一般の方には避難準備をしておってくださいというときに、高齢者

等については、避難をもう始めてくださいと言わんばらんということなんですね。 

 しかも、なかなかいや、私そがん逃ぐって言っても皆さんに御迷惑かくっけんと言う方も

いらっしゃるそうです。ただ、今逃げてもらいんさらんけんが、後で迷惑かかるんですけど

ね、本当は。ただ、それでもなかなか逃げていただかないというのは何でかというと、やは

り要援護者以外の方たちが逃げていただけないからです。残念ながら、みんながそんな気持

ちにまだなっていないからです。 

 だから、要援護者がなかなか逃げないじゃないかと言われても、町民の皆さん全員がそう

いうふうに意識を高めていただかなければ、まだ台風もあれも先にあっとけ、高齢者の人た

ちって、お手伝いせんば逃げられんさらん人たちだけ本当に早く逃げられるような皆さんの

意識と体制なのかということなんですね。 

 実は、避難準備を出した時点で関係区長さんと民生委員さんにはうちの役場から個別にお

電話をします。当然、民生委員さんは恐らく個別には御連絡をしていただいているんだと思

います。ただ、今申し上げたようなことで、どんな意識で町民の皆さんがいるのかによって、

そこの緊迫感とかいうこともやはり違ってくるんじゃないかなというふうに思います。 

 そういう中で、江北はあんまり簡単に避難勧告てん避難指示てん出し過ぎやなかやと言う

人がおんさっらしかです。私は信じられないです。本当に避難勧告、避難指示をいつのタイ

ミングで出すかというのはぎりぎりのところで判断をします。今回もこういう被災支援が少

し落ち着けば、恐らく全県的にも検証をされるんだろうと思いますけれども、そうした警報
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が出てから実際避難勧告をそれぞれの町がいつ出したのか。多分、警告、警報が出たところ

をゼロにみんな合わせると、結構県内、市町まちまちだと思うんですよね。多分、我が町は

一番早いです。それは何でかというと、警報が出たから出さない、また、警報が出たから出

すんじゃなくて、警報が出そうだったら、しかも夜ならば明るいうちに出すんです。そうせ

んと、一番ひどうなったときに警報が出て、一番ひどうなったところに逃げろというのはお

かしいわけですよ。 

 ですから、総務課長を初め、防災の担当係長、また防災士の担当者もいますけれども、今

は、言ってみれば災害ごとにお品書きみたいなやつを書くようにしています。今回の台風を

どういうふうに見立てるか。いつこう来て、このくらいの雨が降りそうで、それが夜だし、

または満潮はいつか、それだったらこの辺に出しておったがよかよねという筋書きを毎回書

いて、そして、それを時点修正を加えながら出させていただいています。 

 ですから、決して我が町が早いとは思いませんけれども、遅くはないです。なのにもかか

わらず、なかなか住民の皆さんが逃げていただけないというのは、我々の啓発が足らないの

かもしれませんけれども、やはり先ほど言った、この令和の時代、もう気象状況は混沌とし

ています。やはり住民の皆さんを含めて何のあっこっちゃいわからんという意識をやっぱり

みんなで持つ必要があるんじゃないかなというふうに思うもんですから、要援護者のがん

おっさっとけなし逃げんやったかということもさることながら、やはりそういうふうに町は

それだけの判断をして今逃げてくださいと言っているわけだから、みんなで逃げましょうと

いうことをぜひ議員さん方も御協力をいただいて、自助、共助、公助、このバランスのとれ

た安全・安心な町にしていく必要があると思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 三苫君。 

○三苫紀美子議員 

 本当に我が町はよその市町よりも早目にそういう警報を出していただいている、避難を呼

びかけていただいているということは私は大変心強く思っているところでございます。 

 ただ、最後に１つだけ聞かせてください。 

 今、防災会議というのには全区長さんが入っていらっしゃいますか。そこでして、もう時

間が来ているから。（「区長会は区長会長です」と呼ぶ者あり）じゃ、大西の区長さんも、
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正徳の区長さんもその防災会議には入っているんですか。（「いや、入っていません」と呼

ぶ者あり）入っていませんでしょう。というのが、正徳なんかは一番厳しいところなんです

よね。大西も案件があるところだから、そうじゃないですか。そのところは、行政として少

し考え直していただければと思います。 

 それでもう時間じゃないのかしら、済みません、３分も過ぎてしまいましたが。 

 これから行政と町民一体となり、災害のない江北町を目指して、私もどしどし提言してま

いりますことをお約束して質問を終わらせていただきます。御協力ありがとうございました。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君の一般質問をこれで終わります。 

 以上で本日の日程、一般質問は終了したいと思います。これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○西原好文議長 

 異議なしと認めます。よって、本日の一般質問はこれで終了いたします。 

 本日はこれにて散会いたします。御起立を願います。どうもお疲れさまでした。 

午後３時41分 散会 

 


